
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
機体の前面上部域に出金口部および入金口部を上下位置に配設し、補充処理時の出金用の
第１および第２金種紙幣の補充繰出しと回収処理時の一方の金種紙幣の回収受入れを自在
とする紙幣繰込み繰出し機構を有する紙幣補充回収部と、回収処理時に前記第１、第２金
種紙幣のうち前記紙幣補充回収部に回収される金種紙幣に対し他方の金種紙幣を回収して
受入れる第１の回収部と、補充処理時のリジェクト紙幣および出金処理時のリジェクト紙
幣を受入れるリジェクト紙幣回収部と、第３金種紙幣の一時保留部および収納部を有する
とともに入金処理時にその金種紙幣の受入れを行う紙幣繰込み機構を有する第２の回収部
と、前記第１、第２金種紙幣のうちの一方の金種紙幣の一時保留部および収納部を有し、
入金、出金、補充、回収の各処理時にその金種紙幣の受入れおよび繰出しを行う紙幣繰込
み繰出し機構を有する第１のスタッカ部とを機体の背部側の上部から下部にかけて順次並
設するとともに機体の背部からそれぞれ紙幣を取出し可能に形成し、機体の前面側下部域
には、前記第１、第２金種紙幣のうち前記一方の金種紙幣に対する他方の金種紙幣の一時
保留部および収納部を有し、入金、出金、補充、回収の各処理時にその金種紙幣の受入れ
および繰出しを行う紙幣繰込み繰出し機構を有する第２のスタッカ部を設け、前記出金口
部、入金口部、第２のスタッカ部の各背部位置と、前記紙幣補充回収部、第１の回収部、
リジェクト紙幣回収部、第２の回収部、第１のスタッカ部の各前部位置との間には複数の
通路部域により構成されて紙幣を搬送する搬送通路を配設し、この搬送通路を構成する複
数の通路部域は、途中に識別部を有するとともに補充処理時、入金処理時の入金一時保留
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時、出金処理時、回収処理時に常に一方向に駆動される第１搬送通路部域と、補充処理時
、入金処理時の入金一時保留時は正方向へ、入金処理時の一時保留紙幣返却時、出金処理
時、回収処理時は逆方向へ駆動される第２搬送通路部域と、補充処理時は正方向へ、入金
処理時、出金処理時、回収処理時は逆方向へ駆動される第３搬送通路部域とで構成し、補
充処理、入金処理、出金処理、回収処理の各モードに応じて搬送通路、各繰込み繰出し機
構、繰込み機構、および各部の駆動を制御する制御部を具有することを特徴とする循環式
紙幣入出金機。
【請求項２】
前記出金口部は、機体の前面上部に形成される出金口と、その背部近傍位置に配設される
出金一時保留部とを有し、前記入金口部は、機体の前面上部で前記出金口の下部に形成さ
れた入金口と、その背部近傍位置に配設される入金紙幣繰込み部とを有してなり、前記機
体の背部側には前記紙幣補充回収部の上部位置に取忘れ紙幣回収ボックスを設け、前記第
３搬送通路部域を正方向駆動することにより出金口に放出されて取忘れとなった紙幣を出
金一時保留部および該第３搬送通路部域を通じて前記取忘れ紙幣回収ボックスへ回収し、
機体の背部から取忘れ紙幣の取出しが可能とされている請求項１記載の循環式紙幣入出金
機。
【請求項３】
前記紙幣補充回収部、第１のスタッカ部、第２のスタッカ部の各繰込み繰出し機構は、上
下に重積される紙幣の上面に紙幣を繰込み、また重積紙幣の上側の紙幣から順次繰出す繰
出し方式とされている請求項１記載の循環式紙幣入出金機。
【請求項４】
前記搬送通路の第１搬送通路部域は、前記入金口部の背部位置から下方へ向かい、その途
中に識別部を有する下降識別通路部と、この下降識別通路部から入金紙幣を受入れるとと
もに入金紙幣のうち入金リジェクト紙幣を機体の背部側へ搬送したのち上昇させて前記第
３搬送通路部域の下端部域へ送り込むよう形成されその途中に入金正規紙幣を前記第２搬
送通路部域へ送る第１ゲート部、リジェクト紙幣回収部への第２ゲート部、第１の回収部
への第３ゲート部を有する入金リジェクト紙幣搬送部と、前記第２搬送通路部域から送り
込まれる出金紙幣を受入れて機体の前面側へ向かったのち前記下降識別通路部の前側を上
昇し、該下降識別通路部の識別部設置域より上流位置に接続される識別用導入通路部とを
有し、前記第２搬送通路部域は、入金正規紙幣の後流域への搬送を許容する位置と、前記
第１のスタッカ部または第２のスタッカ部から繰出される出金紙幣の第１搬送通路部域の
前記識別用導入通路部への導入位置とに切換える第４ゲート部と、入金正規紙幣を第２の
スタッカ部へ分岐する第５ゲート部と、入金正規紙幣を第１のスタッカ部へ分岐する第６
ゲート部とを有し、前記第３搬送通路部域には、紙幣補充回収部から繰出される紙幣の許
容位置と入金リジェクト紙幣の出金口部側への搬送を許容する位置とに選択的に切換える
第７ゲート部と、前記紙幣補充回収部から繰出される紙幣を前記下降識別通路部の識別部
より上流位置へ誘導する第８ゲート部とを有している請求項１記載の循環式紙幣入出金機
。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は循環式紙幣入出金機に係り、なかでも競馬等の公営競技施設に設置して使用する
に適する循環式紙幣入出金機に関する。
【０００２】
【従来の技術】
競馬等公営競技場においては、競技券（例えば馬券）を購入する際の紙幣の入金は紙幣入
金機により行われ、当り馬券等を換金するには紙幣出金機により支払うようにしている。
【０００３】
これらの紙幣入金機、紙幣出金機は、その機体の顧客側に面する前面に顧客用の入金口ま
たは出金口を備え、機体の背面側には入金機の場合はオペレータによる紙幣回収口が、出
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金機の場合はオペレータによる金種別出金紙幣収納部への金種別補充口が設けられている
。このように上記の入金機および出金機ではオペレータにより紙幣自体を直接紙幣回収部
から回収したり、直接金種別補充口へ装填するようになされているものである。
【０００４】
【発明が解決しようとする課題】
しかして上記従来の入金機および出金機のいずれにおいても、紙幣入金機からの紙幣の回
収、紙幣出金機への紙幣の補充を頻繁に行わなければならず、オペレータの省力化、省人
化を果すうえでネックとなっていた。特に公営競馬場にあっては利用者数がきわめて多い
ことから一層上記作業は容易でないものとなる。
【０００５】
また出金用の金種別紙幣を多量に用意しておくことが必要となる。
【０００６】
さらに入金紙幣が機体内に一杯になった場合には紙幣入金機を一時的に停止させて入金紙
幣の回収を図らなければならず、出金機の場合は出金用収納紙幣が少なくなると出金機を
一時的に停止させて出金用紙幣を補充する必要があり、そのため停止中顧客を待たせるこ
とになるなど、種々の問題点があった。
【０００７】
【課題を解決するための手段】
本発明は、入金処理機能と出金処理機能を併有し、機体の前面側を顧客による操作面とし
、機体の背面側をオペレータによる操作面としてそれぞれの操作性を向上させ、特に出金
用の紙幣収納部とは別に紙幣の補充または回収を行う構成とすることによって入金または
出金処理を紙幣の回収、補充処理に優先させることが可能となるようにすることを課題と
してなされたものである。
【０００８】
上記課題を解決するための手段として本発明は、機体の前面上部域に出金口部および入金
口部を上下位置に配設し、補充処理時の出金用の第１および第２金種紙幣の補充繰出しと
回収処理時の一方の金種紙幣の回収受入れを自在とする紙幣繰込み繰出し機構を有する紙
幣補充回収部と、回収処理時に前記第１、第２金種紙幣のうち前記紙幣補充回収部に回収
される金種紙幣に対し他方の金種紙幣を回収して受入れる第１の回収部と、補充処理時の
リジェクト紙幣および出金処理時のリジェクト紙幣を受入れるリジェクト紙幣回収部と、
第３金種紙幣の一時保留部および収納部を有するとともに入金処理時にその金種紙幣の受
入れを行う紙幣繰込み機構を有する第２の回収部と、前記第１、第２金種紙幣のうちの一
方の金種紙幣の一時保留部および収納部を有し、入金、出金、補充、回収の各処理時にそ
の金種紙幣の受入れおよび繰出しを行う紙幣繰込み繰出し機構を有する第１のスタッカ部
とを機体の背部側の上部から下部にかけて順次並設するとともに機体の背部からそれぞれ
紙幣を取出し可能に形成し、機体の前面側下部域には、前記第１、第２金種紙幣のうち前
記一方の金種紙幣に対する他方の金種紙幣の一時保留部および収納部を有し、入金、出金
、補充、回収の各処理時にその金種紙幣の受入れおよび繰出しを行う紙幣繰込み繰出し機
構を有する第２のスタッカ部を設け、前記出金口部、入金口部、第２のスタッカ部の各背
部位置と、前記紙幣補充回収部、第１の回収部、リジェクト紙幣回収部、第２の回収部、
第１のスタッカ部の各前部位置との間には複数の通路部域により構成されて紙幣を搬送す
る搬送通路を配設し、この搬送通路を構成する複数の通路部域は、途中に識別部を有する
とともに補充処理時、入金処理時の入金一時保留時、出金処理時、回収処理時に常に一方
向に駆動される第１搬送通路部域と、補充処理時、入金処理時の入金一時保留時は正方向
へ、入金処理時の一時保留紙幣返却時、出金処理時、回収処理時は逆方向へ駆動される第
２搬送通路部域と、補充処理時は正方向へ、入金処理時、出金処理時、回収処理時は逆方
向へ駆動される第３搬送通路部域とで構成し、補充処理、入金処理、出金処理、回収処理
の各モードに応じて搬送通路、各繰込み繰出し機構、繰込み機構、および各部の駆動を制
御する制御部を具有せしめたことにある。
【０００９】
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請求項２に記載の発明は、前記出金口部を機体の前面上部に形成される出金口と、その背
部近傍位置に配設される出金一時保留部とで構成し、前記入金口部を機体の前面上部で前
記出金口の下部に形成された入金口と、その背部近傍位置に配設される入金紙幣繰込み部
とで構成したものであり、加えて前記機体の背部側に前記紙幣補充回収部の上部位置に取
忘れ紙幣回収ボックスを設け、前記第３搬送通路部域を正方向駆動することにより出金口
に放出されて取忘れとなった紙幣を出金一時保留部および該第３搬送通路部域を通じて前
記取忘れ紙幣回収ボックスへ回収し、機体の背部から取忘れ紙幣の取出しを可能としたこ
とにある。
【００１０】
請求項３に記載の発明は、前記紙幣補充回収部、第１のスタッカ部、第２のスタッカ部の
各繰込み繰出し機構が上下に重積される紙幣の上面に紙幣を繰込み、また重積紙幣の上側
の紙幣から順次繰出す繰出し方式としたものである。
【００１１】
請求項４に記載の発明では、前記搬送通路の第１搬送通路部域は、前記入金口部の背部位
置から下方へ向かい、その途中に識別部を有する下降識別通路部と、この下降識別通路部
から入金紙幣を受入れるとともに入金紙幣のうち入金リジェクト紙幣を機体の背部側へ搬
送したのち上昇させて前記第３搬送通路部域の下端部域へ送り込むよう形成されその途中
に入金正規紙幣を前記第２搬送通路部域へ送る第１ゲート部、リジェクト紙幣回収部への
第２ゲート部、第１の回収部への第３ゲート部を有する入金リジェクト紙幣搬送部と、前
記第２搬送通路部域から送り込まれる出金紙幣を受入れて機体の前面側へ向かったのち前
記下降識別通路部の前側を上昇し、該下降識別通路部の識別部設置域より上流位置に接続
される識別用導入通路部とを有し、前記第２搬送通路部域は、入金正規紙幣の後流域への
搬送を許容する位置と、前記第１のスタッカ部または第２のスタッカ部から繰出される出
金紙幣の第１搬送通路部域の前記識別用導入通路部への導入位置とに切換える第４ゲート
部と、入金正規紙幣を第２のスタッカ部へ分岐する第５ゲート部と、入金正規紙幣を第１
のスタッカ部へ分岐する第６ゲート部とを有し、前記第３搬送通路部域には、紙幣補充回
収部から繰出される紙幣の許容位置と入金リジェクト紙幣の出金口部側への搬送を許容す
る位置とに選択的に切換える第７ゲート部と、前記紙幣補充回収部から繰出される紙幣を
前記下降識別通路部の識別部より上流位置へ誘導する第８ゲート部とを有している構成と
したことにある。
【００１２】
【発明の実施の形態】
以下、本発明を図面に示す実施の形態を参照して説明する。
図１は本発明による循環式紙幣入出金機１の一実施形態の概要を示す略示縦断側面図で、
機体２の顧客に面する前面２Ａの上部域に上から出金口部３、その直下位置に入金口部４
が配設され、機体２の背面２Ｂ側の内部には、上から取忘れ紙幣回収ボックス５、紙幣補
充回収部６、第１の回収部７（万円回収部）、リジェクト紙幣回収部８、第２の回収部９
（５千円スタッカ部）、第１のスタッカ部１０（万円スタッカ部）が重積状に配設され、
さらに上記第１のスタッカ部１０の前側で機体２の前面２Ａ側に第２のスタッカ部１１（
千円スタッカ部）が配設されており、前記出金口部３、入金口部４、第２のスタッカ部１
１と、前記取忘れ紙幣回収ボックス５、紙幣補充回収部６、第１の回収部７、リジェクト
紙幣回収部８、第２の回収部９、第１のスタッカ部１０との間に位置には紙幣の搬送通路
１２が配設されている。
【００１３】
上記各部の構成を順を追って説明する。
前記出金口部３は、機体２の前面２Ａに開口された出金口１３と、この出金口１３の奥側
に設けられた出金一時保留部１４とで構成され、上記出金口１３はソレノイドＳＤ２ 　 （
図２０示）により垂直姿勢の閉鎖位置（図１の実線図示位置）から開放位置（図１の鎖線
図示位置）にわたりソレノイドにより開閉自在とされ、開放時には出金紙幣の下面のガイ
ドとなるシャッタ１４ａが設けられている。
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【００１４】
また、上記出金一時保留部１４は、トレー状のボックス１５と、このボックス１５内で図
示しない昇降機構により図１に矢印で示すように上下移動する受板１６とを有し、この受
板１６には複数個のローラ１７，１７…の一部が受板１６の窓孔から上面に突出するよう
に軸着されており、この受板１６の上方に配設されたベルト１８の下面に対し離接して受
板１６上に集積された出金紙幣をベルト１８に押し当て、ベルト１８の回動により出金紙
幣を一括搬送して出金口１３へその一部が掴める程度突出させるように形成され、これら
により紙幣繰込み一括搬送機構を構成している。この紙幣繰込み一括搬送機構は、出金口
１３の取忘れ紙幣を一括して取忘れ紙幣回収ボックス５へ搬送する役目もする。
【００１５】
前記入金口部４は、機体２の前面２Ａに開口された入金口１９と、この入金口１９の内側
に上下対をなして配設されたローラ２０，２１からなる入金紙幣一括送り込み部２２とを
有し、この送り込み部２２に続いてその奥側上部にベルト２３が、これと対向する下部に
は入金紙幣を受ける受板２４が設けられ、この受板２４は図示しない昇降機構により図１
に矢印で示すように上下移動自在とされ、入金指示に基づいて受板２４が上昇し、入金紙
幣の上面を前記ベルト２３の下面に押し当て、ベルト２３に対するゲートローラ２３ａ、
搬送ローラ２３ｂを通じてベルト２３の駆動により１枚ずつ取込むように形成されている
。このベルト２３、ゲートローラ２３ａ、搬送ローラ２３ｂ、受板２４により入金口部４
の紙幣繰込み機構を構成している。また前記入金口１９はソレノイドＳＤ１ 　 （図２０示
）により上下動するシャッタ２５により開閉されるようになっている。
【００１６】
前記ローラ２０，２１は、下部ローラ２１は位置固定であり、上部ローラ２０は繰込み指
令により下降して下部ローラ２１とで紙幣を挟み、紙幣を送り込むようになっている。
【００１７】
前記取忘れ紙幣回収ボックス５は、前記出金口部３のベルト１８の後端が臨み、出金口１
３へ出金された紙幣が所定時間経過しても受取られなかったときベルト１８の途中の切換
爪からなるゲート部２６の切換わりによりその紙幣を取忘れ紙幣回収ボックス５内に送り
込むようになっている。この回収ボックス５の機体２の背面２Ｂには当該ボックス５を開
閉するための扉２７が上端の軸２８を支点として開閉可能に設けられており、この扉２７
を開けて取忘れ紙幣を回収可能とされている。
【００１８】
前記紙幣補充回収部６は、第１、第２の２金種紙幣（千円紙幣と万円紙幣を想定）を所定
枚数（例えば６０枚）ずつ重積収納して１枚ずつ繰出し、第１および第２のスタッカ部１
０，１１へ紙幣を補充し、また第２のスタッカ部１１から１枚ずつ紙幣を繰出して第１金
種紙幣（この場合千円紙幣）を回収するものである。
【００１９】
図１～図４に示すように、前記紙幣補充回収部６は、紙幣を重積状態で収納する紙幣収納
空間部６Ａを有し、この空間部６Ａを囲む前壁６Ａ１ 　 、後壁６Ａ２ 　 の間隔は万円紙幣
の長手寸法よりやや大とされ、また右側壁６Ａ３ 　 と左側壁６Ａ４ 　 ，６Ａ４ 　 の間隔は
万円紙幣の短手寸法よりやや大とされる。その結果、万円紙幣および千円紙幣が水平状態
で重積収納可能である。また、左側壁６Ａ４ 　 ，６Ａ４ 　 は二分割され、その間には切欠
部６Ａ５ 　 が形成され、後述の受板４２に形成される左側突出部４２ａが紙幣収納空間部
６Ａの左側外方へ突出したまま上下動することを許容する。なお前壁６Ａ１ 　 は後述の前
部壁３０ａの背面に形成された壁である。
【００２０】
また、右側壁６Ａ３ 　 および左側壁６Ａ４ 　 ，６Ａ４ 　 の下端には、機体２の幅方向内方
へ突出する底部６Ａ６ 　 および底部６Ａ７ 　 ，６Ａ７ 　 が形成され、紙幣収納空間部６Ａ
の底部域のうち底部６Ａ６ 　 および底部６Ａ７ 　 ，６Ａ７ 　 を除く域は開口部６Ａ８ 　 と
され、この開口部６Ａ８ 　 よりやや小なる寸法形状の受板４２がこの開口部６Ａ８ 　 内を
上下動されるようになっている。
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【００２１】
また紙幣補充回収部６は、紙幣収納空間６Ａとその空間６Ａに対し紙幣の繰込みと繰出し
を行なう紙幣繰込み繰出し機構を備えており、この紙幣繰込み繰出し機構は、紙幣出入口
２９の内部位置にあって紙幣収納空間部６Ａの上部に臨み、この紙幣収納空間部６Ａの上
部から紙幣を送り込む引出し可能な庫体３０の後部（図３の右方向位置）近くまで延びる
３本のベルト３１，３１，３１と、このベルト３１，３１，３１の上記出入口２９側のプ
ーリー３２，３２，３２に対設されるローラ３３，３３，３３と、このローラ３３，３３
，３３の奥側にあって３本のベルト３１，３１，３１の間に位置し紙幣繰込み時には図３
において時計方向に回転し、繰出し時には反時計方向に不回転としてゲート部材の機能を
持つようワンウェイクラッチを内蔵して軸支されたゲートローラ３４，３４と、ベルト３
１，３１，３１のゲートローラ３４，３４に対応する搬送幅方向部位上面を押圧する押圧
プーリー３２ａ，３２ａ，３２ａと、紙幣の繰込み時には図３の１点鎖線図示のように前
記ゲートローラ３４の軸線よりやや下位置に位置する軸線上に進出して繰込まれる紙幣の
後端を下方へ誘導し、繰出し時には図３の２点鎖線図示のように紙幣とは干渉しない位置
へ退去するよう揺動可能に支持された２個の羽根車３５，３５とを備えている。特に３本
のベルト３１，３１，３１と押圧プーリー３２ａ，３２ａ，３２ａとゲートローラ３４，
３４、さらには羽根車３５，３５の搬送幅方向の位置関係は、図６に示す第１のスタッカ
部１０のものと全く同じであり、ベルト３１，３１，３１の押圧プーリー３２ａ，３２ａ
，３２ａによる押圧部位とゲートローラ３４，３４とにより紙幣が波形に変形され、その
結果後続紙幣と確実に分離されて紙幣の繰出しが行なわれる。
【００２２】
前記紙幣繰込み繰出し機構は、さらに前記ベルト３１の下部走行面と交差するよう上端が
軸３６，３７，３８により軸支され下部が自重により紙幣収納空間部６Ａ内の奥側に向け
傾斜し進入紙幣は後述の受板４２上の集積紙幣上面により上下方向に揺動して紙幣を下方
へ押圧自在とされた複数（図では３枚）の押圧規制片３９，４０，４１と、庫体３０に対
する機体２側に設けられ紙幣収納空間部６Ａへ繰込まれる紙幣が上面に集積されモータに
より昇降される受板４２とを備えている。なお押圧規制片３９は、図示しないソレノイド
により押下げ可能とされ、紙幣の繰出しを停止させる場合はソレノイドで規制片３９を押
下げて紙幣の繰出しを停止させるようになっている。
【００２３】
紙幣補充回収部６は、このほか前記庫体３０の前部壁３０ａに該庫体３０内に水平姿勢に
倒伏して紙幣を押える位置と垂直姿勢に復して紙幣の上昇の妨げとならない位置とにわた
り回動し得るよう軸４４により枢支され手動で操作可能な押え板４５と、庫体３０の引出
しをロックするロック機構４６とを備え、この押え板４５の横幅は図２、図４にみられる
ようにその幅方向端が底部６Ａ６ 　 および６Ａ７ 　 上にくる幅寸法とされる。
【００２４】
また前記庫体３０は、前記紙幣収納空間部６Ａが内部に形成され、また前部壁３０ａおよ
びその上部域に前記軸４４および前記押え板４５を備えており、前記受板４２が紙幣収納
空間部６Ａ内を脱して庫体３０下方の定位置へ下降した時にこの庫体３０が機体２の背部
側へ引き出せるようになっている。なお、この庫体３０に対し、ベルト３１、プーリー３
２、ローラ３３、ゲートローラ３４、羽根車３５、押圧規制片３９，４０，４１は機体２
側のものとなる。
【００２５】
前記押圧規制片のうち最奥部の押圧規制片４１はその先端が上を向くよう折曲され、受板
４２が上昇してその上面がベルト３１の下面に接する位置になるとき押圧規制片４１の折
曲された先端部４１ａがセンサＳを作動させるようになっている。
【００２６】
また上記庫体３０は、機体２の背面２Ｂから図１および図２に鎖線で示すようにレール４
７により引出し可能とされ、引出したとき庫体３０の上面が開放されて庫体３０内に紙幣
を補充、または紙幣の回収ができる。
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【００２７】
特に庫体３０が引き出されているときおよび庫体３０が機体２へ挿入されても受板４２が
庫体３０より下方に位置しているときには、補充紙幣（千円紙幣と万円紙幣）および回収
紙幣（千円紙幣）が、紙幣収納空間部６Ａの底部６Ａ６ 　 および底部６Ａ７ 　 ，６Ａ７ 　

上に重積状態で載置される。
【００２８】
また庫体３０が機体２に装着された状態で補充指令がなされると受板４２が上昇し、その
上にのる重積紙幣の上面がベルト３１に押しつけられたとき、すなわち押圧規制片４１の
先端部４１ａがセンサＳを作動したときにこの受板４２が一時停止する。ベルト３１で紙
幣が繰出されて受板４２上の集積紙幣上面が下降したとき押圧規制片４１の先端部４１ａ
を通じてセンサＳがこれを検知し、受板４２を上昇させて重積紙幣上面を元の位置まで上
昇させる。
【００２９】
また紙幣回収時はセンサＳが押圧規制片４１の先端部４１ａを検知している状態からモー
タＭ４ － １ 　 （図２０示）を所定パルス逆転することによって受板４２を所定寸法下降さ
せ、ベルト３１の下面と受板４２の上面との間に所定の間隙寸法を作り出す。この状態で
回収紙幣を受板４２上へ送り込み、この紙幣の送り込みにあわせて受板４２を所定ピッチ
ずつ下降させ、受板４２上の回収紙幣上面とベルト３１下面の間に紙幣の送込みに適切な
所定寸法を作り出すのである。
【００３０】
図３における受板固定片４２Ａは、その一端が受板４２の左側突起部４２ａ下面に固定さ
れ、モータＭ４ － １ 　 で上下駆動されて受板４２を上下動させるものである。
【００３１】
次に第１の回収部７であるが、その構造は紙幣補充回収部６とそのほとんどが同じである
。そこで相違点のみを図１と図３を参照しながら述べる。また第１の回収部７で紙幣補充
回収部６に設けられているものと同じものは必要に応じ符号に「７」のサフィックスを付
して示すことにする。
【００３２】
第１の回収部７においてはベルト３１７ 　 は、正方向回転のみして紙幣収納空間部（６Ａ
に相当する７Ａ）へ紙幣を回収するだけの機能を有する。そのため羽根車３５７ 　 は一点
鎖線位置に固定して設けられる。また、前部壁３０ａの押え板４５がなく、この前部壁３
０ａがゲートローラ３４の位置まで設けられている。また庫体３０に相当する部分が機体
２に固定して設けられる。その替りに後壁６Ａ２ 　 に相当する後壁７ａが扉９３の前面側
壁に形成され、扉９３を開くことにより紙幣収納空間部７Ａから回収紙幣（万円紙幣）を
取り出すことができる。
【００３３】
なお紙幣補充回収部６の紙幣繰込み繰出し機構が第１の回収部７では紙幣繰込み機構とな
る。
【００３４】
次に第１のスタッカ部１０を図５および図６を参照して説明する。なお紙幣補充回収部６
に設けられるものと同じものは必要に応じ、符号に「１０」のサフィックスを付して示す
。
【００３５】
この第１のスタッカ部１０においても紙幣補充回収部６と同構造部分を多く備えており、
その同構造部分から説明する。
【００３６】
図５、図６において、第１のスタッカ部１０は紙幣補充回収部６と同様に、紙幣収納空間
部１０Ａ（紙幣収納空間部６Ａに相当）、紙幣出入口２９、ベルト３１、プーリー３２、
ローラ３３、ゲートローラ３４、１点鎖線図示位置（紙幣繰込時）と２点鎖線図示位置（
紙幣繰出時）をとる羽根車３５、軸３６，３７，３８に枢支される押圧規制片３９，４０
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，４１を備えている。なおセンサＳは有しない。また受板４２１ ０ は、その移動構造が紙
幣補充回収部６のそれと異なっている。すなわち受板４２１ ０ の紙幣収納空間部１０Ａか
ら左方へ突き出た左側突出部４２ａにバネ４８が掛けられ、上方へ付勢されている。
【００３７】
受板固定片４２Ａは、ここでは上下駆動伝達の役目はなく、ガイド軸による上下ガイドの
役目のみ（紙幣補充回収部６の受板固定片４２Ａは駆動伝達の役目とガイド軸による上下
ガイドの二つの役目を持つ）を受持つ。
【００３８】
また第１のスタッカ部１０には紙幣補充回収部６にはなかった一時保留板４３１ ０ が設け
られている。
【００３９】
この一時保留板４３１ ０ はその上面に紙幣載置面４３ａを有すると共にベルト３１１ ０ 　
，３１１ ０ 　，３１１ ０ を干渉しないよう切欠部４３ａを有している。
【００４０】
この一時保留板４３１ ０ は、紙幣収納空間部１０Ａから左方へ突き出た突出部下面に枠板
５２が固定されており、また軸４９に固定されて軸４９を中心に上下方向に揺動する揺動
レバー５０の先端のピン５１が前記枠板５２に水平方向に穿設された長孔５３に嵌合され
る。
【００４１】
図５においてモータにより前記軸４９が時計方向に所定角度回転することにより、揺動レ
バー５０は図５に点線で示す最下降位置から１点鎖線で示す最上昇位置に上昇揺動される
。その結果、一時保留板４３１ ０ は実線位置（一時保留位置）から一点鎖線位置まで上昇
する。もしその上昇時に一時保留板４３１ ０ の上面に一時保留紙幣が載っている場合はこ
の一時保留紙幣も一時保留板４３１ ０ の上昇によって一緒に上昇する。しかし一時保留紙
幣はその上面がベルト３１１ ０ 　，３１１ ０ 　，３１１ ０ の下面に当接した時点でその位
置で係止され、一時保留板４３１ ０ だけが切欠部４３ｂを通じてさらに上昇する。その際
ベルト３１１ ０ 　，３１１ ０ 　，３１１ ０ で係止される一時保留紙幣の両側縁は一時保留
板４３１ ０ の上昇時に折り曲げられるが、この一時保留板４３１ ０ が上方へ通過してしま
うと受板４２１ ０ 上の重積紙幣の上部にのって重積収納される。その収納の際に一時保留
紙幣の両側縁は水平状態に復元する。
【００４２】
一方、受板４２１ ０ はバネ４８で常に上方へ付勢されているので、その上に収納紙幣があ
る場合はその収納紙幣の上面が一時保留板４３１ ０ の下面に当接した位置で、また受板４
２上に紙幣がない場合は受板４２１ ０ の上面が一時保留板４３１ ０ の下面に直接当接した
状態で停止され、この状態がベルト３１１ ０ 　，３１１ ０ 　，３１１ ０ による紙幣繰出し
姿勢であり、また一時保留板４３１ ０ が実線位置に位置しているときが入金一時保留時の
位置である。また符号５４は引張バネであり、ピン５１と長孔５３の下縁部との係合を保
証すると共に一時保留板４３１ ０ の上昇移動時のモータ負荷を軽減させる役目をする。
【００４３】
またセンサＳ１ － １ 　 は揺動レバー５０の最上昇位置を検知してモータＭ５ － ２ 　 （図２
０示）を停止させ、センサーＳ１ － ２ 　 は揺動レバー５０の下降位置を検知してモータＭ

５ － ２ 　 を停止させるものである。
【００４４】
さらに紙幣収納空間部１０Ａは、紙幣収納空間部６Ａと異なって機体２に固定して形成さ
れており、そのため紙幣収納空間部１０Ａの後壁１０Ａ２ 　 は扉９５の前面に形成されて
おり、この扉９５を開放することによりその内部の紙幣が取り出される。
【００４５】
また第２のスタッカ部１１については、第１のスタッカ部１０とは左右逆（図５を紙面裏
側から見た状態）にしただけで全く同構造であり、また後壁１１Ａ２ 　 （後壁１０Ａ２ 　

に対応）が固定壁であること、機体２を背部側へ引き出したあと第２のスタッカ部１１内

10

20

30

40

50

(8) JP 3568746 B2 2004.9.22



を開放するため紙幣収納空間部１１Ａの壁部のうち機体２の幅方向一側が開閉できる扉に
なっている点のみが相違する。なお以後の説明では、第２のスタッカ部１１において第１
のスタッカ部１０に設けられるものと同じものは必要に応じ符号にサフィックスを付して
示すことにする。
【００４６】
また、紙幣補充回収部６の紙幣繰込み繰出し機構に一時保留板４３１ ０ または４３１ １ を
加えたものが第１のスタッカ部１０、第２のスタッカ部１１の紙幣繰込み繰出し機構であ
る。
【００４７】
つぎに第２の回収部９（第１のスタッカ部１０に設けられるものと同じものは符号に「９
」のサフィックスを付して示す）については図５においてベルト３１１ １ 　，３１１ １ 　
，３１１ １ が繰込み機能のみで繰出し機能を持たないので羽根車３５１ １ が一点鎖線位置
で固定であること、紙幣収納空間部９Ａの後壁９Ａ２ 　 が扉９４の前面に形成されており
、扉９４を開放することにより紙幣収納空間部９Ａ内の紙幣が取り出せることである。
【００４８】
なお紙幣補充回収部６の紙幣繰込み繰出し機構に一時保留板４３９ 　 を加えたものが第２
の回収部９の紙幣繰込み繰出し機構である。
【００４９】
つぎに前記押え板４５の倒伏機構は庫体３０に設けられており、図８に押え板４５の起立
状態を、図９に押え板４５の倒伏状態を示すが、押え板４５と一体に軸４４を中心に回動
する回動板５５の一端に連動レバー５６の一端がピン５７により連結され、この連動レバ
ー５６の他端に穿設され途中がく字状に屈曲された長孔５８に、一端が庫体３０に軸５９
により枢支された感知レバー６０の他端のピン６１が嵌合されている。
【００５０】
上記感知レバー６０における軸５９に対する右側上部には係止部６２が穿設されており、
この係止部６２は機体２側に固設された係合片６３の突起６４ａ（または６４ｂ）と関係
する。すなわち前記押え板４５が完全に倒伏した状態時（図９の状態時）には前記係止部
６２は下降して突起６４ａ，６４ｂの下を通過して庫体３０を挿入することができ、押え
板４５が起立時には係止部６２が上昇して突起６４ａ（または６４ｂ）に当って庫体３０
が押入不能となる。この場合は庫体３０を再度引出し、押圧板４５を手で倒伏させたのち
押し入れる。なお上記突起６４ａ，６４ｂが間隔をおいて２個所に設けられているのは、
庫体３０を完全に引出している状態からの挿入時は突起６４ａに、完全に引出されておら
ずに若干押し込まれた状態から押入したときは突起６４ｂに前記係合部６２が当り、いず
れの場合であっても押え板４５を倒さぬまま庫体３０を押し込むことを防ぐためである。
そのため庫体３０の係止部６２が図９、図１０において機体２側の突起６４ｂより右方へ
移動させて初めて庫体３０内の紙幣収納空間部６Ａに対し紙幣の装填・回収を可能ならし
め、その位置までの引出しを義務づけている。
【００５１】
前記回動板５５には思案バネ６５が掛けられており、このバネ６５が前記軸４４の中心の
上または下に位置するよう回動板５５が節動し、押え板４５を倒伏状態、起立状態のいず
れかに安定保持するようになっている。
【００５２】
また上記回動板５５にはピン６６があり、庫体３０の押込み終端位置でこのピン６６が機
体２側の突起６８に当って押え板４５が自動的に起立状態に復するよう回動板５５が回動
するようになっている。６９は感知レバー６０の係止部６２を上昇させる方向へ付勢する
バネである。
【００５３】
このように庫体３０が押込み終端位置（庫体３０の装着位置）にあるときは、押え板４５
は起立状態にあり、庫体３０の引き出し時も起立状態に保たれる。この状態で感知レバー
６０の係止部６２が、図９における機体２側の係合片６３に対し左側から右側へ接近する
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。なお、そのとき感知レバー６０の姿勢は図８の姿勢である。まず係合片６３の突起６４
ｂに感知レバー６０の係止部６２の右面が当り、その結果感知レバー６０は図８の姿勢か
ら反時計方向へ揺動する。感知レバー６０は係止部６２が図９の突起６４ｂの下をくぐり
ぬけると再度図８の姿勢となり、次の突起６４ａに対しても同様に揺動して突起６４ａを
くぐりぬけると再度図８の姿勢となり、以後はその姿勢のままで庫体３０が引き出される
。
【００５４】
図１１～図１４は庫体３０の機体１への装着状態およびロック状態の両状態にあることを
検知するロック機構４６の一例を示すもので、機体２側の軸７０に枢支されたＬ形状をな
す押下げ操作可能なハンドルレバー７１と、前記受板４２を昇降させる受板固定片４２Ａ
に固定されて移動するピン７２により機体２側の軸７３を中心に揺動自在とされるハンド
ルロックレバー７５であって、その上端の係止片７４が前記ハンドルレバー７１の係合片
７１ａに係合自在とされていて、前記受板４２および受板固定片４２Ａが最下降位置（図
３および図１１、図１２の位置）におかれるときそのピン７２でハンドルレバー７１との
係合を解くハンドルロックレバー７５と、庫体３０側のロックピン７６に係脱するよう前
記軸７０を中心に揺動自在に設けられかつハンドルレバー７１と一体成形されたフックレ
バー７７と、前記軸７０を中心に揺動しセンサＳ２ 　 をオン、オフさせるセンサレバー７
８と、このセンサレバー７８を庫体３０のロック不完全または押入不完全時に拘束してそ
の状態を知らしめるためのセンサレバー拘束レバー７９とで構成され、この拘束レバー７
９の上端の当接部８０に庫体３０の押入時庫体３０に設けられる当接部材８１が当って押
圧されて垂直姿勢になるように形成されている。
【００５５】
したがって庫体３０が押し込まれてセット状態にあるときは、図１１示のように庫体３０
のロックピン７６がフックレバー７７のフック部７７ａに係合して引出せない状態におか
れ、当接部材８１は拘束レバー７９の当接部８０を押して該レバー７９を起立状態に保持
しており、これによりセンサレバー７８はセンサＳ２ 　 の位置におかれる。また紙幣補充
回収部６の受板４２が庫体３０の下部より下方に移動しない限り受板固定片４２Ａに固定
されるピン７２がハンドルロックレバー７５を押圧せず、ハンドルロックレバー７５はハ
ンドルロック位置（図１２の鎖線図示位置）におかれていてハンドルレバー７１をロック
しており、ハンドルレバー７１を押し下げることができない。
【００５６】
庫体３０を引出すときは、受板４２が庫体３０の下端より下方に下がり、庫体３０の引出
しに支障のない位置に位置されたとき初めて前記ピン７２がハンドルロックレバー７５に
係合して該レバー７５を図１２に実線で示すように軸７３を中心に反時計方向にバネ８２
に抗して回動させ、これによりハンドルレバー７１のロックが解かれる。その状態でハン
ドルレバー７１を押し下げると、ハンドルレバー７１は図１１で時計方向へ回動され、図
１３示のようにフックレバー７７も一体に回動され、フック部７７ａがロックピン７６と
の係合を解く。このときフックレバー７７の左端の突部７７ｂがセンサレバー７８の軸７
０より下部を押動し、このセンサレバー７８もフックレバー７７と一体的に揺動して図１
３示位置となり、センサレバー７８はセンサＳ２ 　 から離れる。このとき拘束レバー７９
はその当接部８０が庫体３０の当接部材８１で押されたままであるので、図１１と同姿勢
にある。
【００５７】
この状態でハンドルレバー７１は押下げ姿勢のまま庫体３０を引き出しはじめ、庫体３０
のロックピン７６がフック部７７ａより右方へ引き出された段階でハンドルレバー７１の
押下げ状態を解くとフックレバー７７は反時計方向へ回動して元の姿勢に復帰する。その
時点に至るまでの庫体３０の引き出し過程で、庫体３０の当接部材８１が拘束レバー７９
の当接部８０から離れ、拘束レバー７９は時計方向に回動して図１４示位置に位置される
。そのとき、拘束レバー７９に固定された係合ピン７９ａはセンサレバー７８の軸７０よ
り下部を押し、このセンサレバー７８も拘束レバー７９と一体に回動されて図１４示位置
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に位置される。その結果センサレバー７８は、図１３のときと同様にセンサＳ２ 　 から外
れたままである。
【００５８】
逆に庫体３０を機体２へ挿入するときは、図１４示の姿勢のフックレバー７７、センサレ
バー７８、拘束レバー７９に対し庫体３０のロックピン７６および当接部材８１が右側か
ら左側へ移動して接近する。
【００５９】
図１４において、当接部材８１は当接部８０を押動して拘束レバー７９を垂直姿勢にさせ
る。またピン７６はフックレバー７７のフック部７７ａの右側傾斜面を押し下げ、フック
レバー７７を揺動させたあと、フック部７７ａでピン７６を係止する。その結果各レバー
７７，７８，７９は図１１の姿勢となり、センサレバー７８がセンサＳ２ 　 を遮切る状態
（センサ切替え状態）となる。もしフックレバー７７がピン７６をロックする位置にない
半ロックの状態のとき（フックレバー７７が揺動姿勢にあるとき）、あるいは拘束レバー
７９が当接部材８１で確実に装着位置へ押し込まれていないときは、それに対応するレバ
ー７７または７９がセンサレバー７８を揺動姿勢におき、センサレバー７８がセンサＳ２

　 を遮切らない。
【００６０】
このように庫体３０の装着時に十分に所定の位置まで押し込まれない場合、およびロック
が完全に掛っていない場合の双方とも１つのセンサＳ２ 　 によって検知することができる
。
【００６１】
上記のようにロック機構４６がロックされ、受板４２が所定の位置に上昇すると、それに
伴ってピン７２が上昇し、ハンドルロックレバー７５はバネ８２の牽引により図において
時計方向に回動してその係止片７４がハンドルレバー７１に係合してハンドルレバー７１
が押下げ操作不能にロックされるように構成されている。
【００６２】
図１５はリジェクト紙幣回収部８の略示断面を示すもので、その入口部８７の上下部には
繰込み用ローラ８８，８９が設けられ、このローラ８９の後部から後端近くにかけて揺動
板９０が設けられている。この揺動板９０は、後端の軸９１を支点としてソレノイドＳＤ

５ 　 （図２０示）により上下揺動可能とされ、装填時のリジェクト紙幣回収時には揺動板
９０を上げておいて揺動板９０の下に回収し、出金時、回収時には下げておいて揺動板９
０の上に回収するように仕分けるようになされている。このリジエトク紙幣回収部８と対
応する機体２の背面２Ｂには扉９２が設けられ、紙幣の回収を可能としている。
【００６３】
また図１６において、既に述べた扉２７，９２，９３，９４，９５のうち上記５千円スタ
ッカ部９、万円スタッカ部１０と対応する機体２の背面２Ｂの扉９４，９５は、電磁ロッ
ク機構９６，９７（図１６示）によりロックされるようになっている。このロック機構９
６，９７はソレノイドＳＤ３ 　 ，ＳＤ４ 　 により揺動するロックレバー９８，９９が扉９
４，９５のピン９４ａ，９５ａに係合することでロックが掛り、ソレノイドＳＤ３ 　 ，Ｓ
Ｄ４ 　 によりロックレバー９８，９９が揺動してピン９４ａ，９５ａから外れることによ
り開けることができるようになっている。また千円スタッカ部１１については機体２の側
面（右側）に図示しない扉が設けられ、ここから紙幣の出し入れができ、同様にロック機
構が設けられている。
【００６４】
図１６においてＰ１ 　 ～Ｐ７ 　 は状態を示すランプであり、リジェクト紙幣回収部８には
２個Ｐ４ 　 ，Ｐ５ 　 が設けられている。またＰＢ２ 　 ～ＰＢ５ 　 は紙幣補充回収部６、万
円回収部７、５千円スタッカ部９、万円スタッカ部１０の開閉指示用の釦、またＰＢ６ 　

は補充開始指示釦である。
【００６５】
上記ランプおよび釦の機能について略述する。
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取忘れ紙幣回収ボックス５のランプＰ１ 　 は満杯表示用のもので、通常は消灯しており、
当該ボックス５内の紙幣が満杯になったとき点灯される。
【００６６】
紙幣補充回収部６のランプＰ２ 　 は通常は消灯しており、その庫体３０を引出すために釦
ＰＢ２ 　 を押したとき、入金、出金、補充、回収の各処理中で受板４２が上昇していると
きには「早い点滅」となり、上記以外で受板４２が庫体３０よりも下位に下降していると
「遅い点滅」となって引出し可を表示する。
【００６７】
庫体３０を引出すとセットスイッチ（図１１のセンサＳ２ 　 ）が切換るがランプＰ２ 　 は
「遅い点滅」のままである。そして庫体３０内の紙幣を回収紙幣として取出し、さらに回
収する場合は空の庫体３０を挿入セットする。また紙幣を補充する場合は、庫体３０内に
補充紙幣を装填して挿入セットする。この庫体のセットによりセットスイッチ（上記セン
サＳ２ 　 ）がセット状態を検知し、その状態下で図示しない残留検知センサが繰込み繰出
し部近傍に残留する紙幣（補充紙幣は下部にあり、残留紙幣として検知されることはない
。）を検知し、残留紙幣がある場合にはランプＰ２ 　 が「遅い点滅」状態のままであり、
管理者は再度庫体３０を引出して残留紙幣を取出して庫体３０をセットし直す。なお庫体
３０のセット時にセットスイッチ（センサＳ２ 　 ）がセット状態を検知していないときも
ランプＰ２ 　 は「遅い点滅」のままで庫体３０の再セットを促す。これによりセットスイ
ッチ（センサＳ２ 　 ）のセット条件と紙幣残留検知無との両条件によりランプＰ２ 　 は消
灯状態となり、庫体３０の引出し前の状態に復する。
【００６８】
なお上記の作用、すなわち釦ＰＢ２ 　 を押してから庫体３０の引出しおよび挿入セットま
での動作中のいずれの時点であっても、入金処理、出金処理の開始は自由に行われる。こ
れは紙幣補充回収部６は入金処理、出金処理のいずれにも関与しないからである。この入
金処理、出金処理の開始によってＰ２ 　 は遅い点滅から「早い点滅」に変わり、入金処理
、出金処理が開始されたことを管理者（操作者）に知らせる。なお補充処理および回収処
理中における入金処理、出金処理の開始は後述する。
【００６９】
万円回収部７のランプＰ３ 　 は、通常は消灯しており、扉９３を開けるために釦ＰＢ３ 　

を押したとき、入金、出金、補充、回収の各処理中は「早い点滅」となり、上記以外のと
きは「遅い点滅」となって扉９３を開けることができること、すなわち紙幣の取出しが可
能であることを表示する。紙幣を取出して扉９３を閉じると、残留検知センサが紙幣の残
留の有無を検知し、残留有の場合はランプＰ３ 　 は「遅い点滅」の状態のままであり、扉
９３を開けて残留紙幣を取出す。そのときもランプＰ３ 　 は「遅い点滅」のままであり、
扉９３を閉じ残留検知センサが残留無を検知すればランプＰ３ 　 は消灯して釦ＰＢ３ 　 を
押す前の状態に復する。
【００７０】
この万円回収部７の場合も、釦ＰＢ３ 　 の操作から扉閉止時までの間に入金、出金処理の
いずれも開始することが自由にできる。
【００７１】
リジェクト紙幣回収部８のランブＰ４ 　 ，Ｐ５ 　 は当該回収部内が満杯時（満杯のリジェ
クト紙幣を取出した時点で残留検知センサが紙幣有を検知したときも同じ）に点滅し、こ
のランプ表示にしたがって扉９２を開け、リジェクト紙幣を取出す。なお扉９２の開放中
であっても新たに進入するリジェクト紙幣が背部側へ飛出すことを防止しており、入金、
出金処理は自由に開始することができる。リジェクト紙幣の取出し後、残留検知センサが
紙幣無を検知すればランプＰ４ 　 ，Ｐ５ 　 は消灯する。
【００７２】
５千円スタッカ部９（第２の回収部）のランプＰ６ 　 は釦ＰＢ４ 　 を押さないときは消灯
しており、釦ＰＢ４ 　 を押すと「早い点滅」となる。すなわち入金、出金、補充、回収の
処理中であることを早い点滅で表示し、入金、出金、補充、回収の各処理が終了したこと
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を条件としてロック機構９６のソレノイドＳＤ３ 　 が作動してロックが解除され、「遅い
点滅」となって扉９４を開けることができることを示す。扉９４を開け、紙幣を取出し、
扉９４を再び閉じて残留検知センサが残留無を検知すればランプＰ６ 　 は「遅い点滅」か
ら消灯となる。残留有の場合はランプＰ６ 　 は点滅を続け、再度扉９４を開けて紙幣を取
出し、扉９４を閉じて残留検知センサが残留無を検知すれば扉９４のロック機構９６がロ
ックされ、ランプＰ６ 　 は「遅い点滅」から消灯となる。
【００７３】
この５千円スタッカ部９の場合も、釦ＰＢ４ 　 の操作からリセット状態に至るまでの間の
いずれの時点であっても入金、出金処理の開始は可能であり、扉９４が開放状態にあって
もそれは同じである。なぜならば、入金処理中に進入してくる５千円紙幣は押圧規制片４
１９ 　 で押圧され、また一時保留板４３９ 　 の位置が扉９４より上方位置にあるからであ
る。また入金処理、出金処理のいずれかの操作が開始されると、ランプＰ６ 　 は「遅い点
滅」から「早い点滅」に変り、扉９４を閉じるよう促す。扉９４を閉じてもなお「早い点
滅」が持続され、その入金処理、出金処理が終了した時点でかつ残留検知センサが紙幣残
留無を検知している状態時にリセット状態となってランプＰ６ 　 は消灯する。
【００７４】
万円スタッカ部１０（第１のスタッカ部）のランプＰ７ 　 は５千円スタッカ部９のランプ
Ｐ６ 　 と同様で、釦ＰＢ５ 　 を押さないときは消灯しており、釦ＰＢ５ 　 を押すと「早い
点滅」となる。すなわち入金、出金、補充、回収の処理中であることを早い点滅で表示し
、入金、出金、補充、回収の各処理が終了したことを条件としてロック機構９７のソレノ
イドＳＤ４ 　 が作動してロックが解除され、「遅い点滅」となって扉９５を開けることが
できることを示す。扉９５を開け、紙幣を取出し、扉９５を再び閉じて残留検知センサが
紙幣残留無を検知すればランプＰ７ 　 は消灯する。残留有の場合はランプＰ７ 　 は「遅い
点滅」を続け、再度扉９５を開けて紙幣を取出し、扉９５を閉じて残留検知センサが残留
無を検知すれば、扉９５のロック機構９７がロックされ、ランプＰ７ 　 は消灯する。
【００７５】
この万円スタッカ部１０の場合も、釦ＰＢ５ 　 の操作からリセット状態に至るまでの間の
いずれの時点であっても入金、出金処理の開始は可能であり、扉９４が開放状態にあって
もそれは同じである。なぜならば、入金処理中に進入してくる万円紙幣は押圧規制片４１

１ ０ で押圧され、また一時保留板４３１ ０ の位置が扉９５より上方位置にあるからである
。また入金処理、出金処理のいずれかの操作が開始されると、ランプＰ７ 　 は「早い点滅
」に変り、扉９５を閉じるよう促す。扉９５を閉じてもなお「早い点滅」が持続され、そ
の入金処理、出金処理が終了した時点でかつ残留検知センサの紙幣残留無の検知時にラン
プＰ７ 　 は消灯してリセット状態となる。
【００７６】
また釦ＰＢ２ 　 の横に設けられている釦ＰＢ６ 　 は補充開始指示釦で、紙幣補充回収部６
から万円スタッカ部１０、千円スタッカ部１１への紙幣補充の指示を行う。千円スタッカ
部１１（第２のスタッカ部）にはランプ、釦はない。
【００７７】
なお、万円スタッカ部１０の扉９５は、その開放動作は上述した通りであるが、この例で
は釦ＰＢ５ 　 を押すことにより緊急回収指令が入出金機１から管理機１２２（後述の図２
０、図２１に図示）へ送られ、万円スタッカ部１０および千円スタッカ部１１の万円およ
び千円紙幣の管理データ（管理機１２２に記憶）を「管理不能」扱いにする。
【００７８】
なぜならば万円スタッカ部１０、千円スタッカ部１１には補充紙幣、入金紙幣の繰込みと
出金紙幣の繰出しが行われ、特に出金紙幣中に識別部１００による識別の結果、出金リジ
ェクト紙幣と判定されるものもあり、そのため万円スタッカ部１０、千円スタッカ部１１
内の紙幣は正確な収納数量（枚数または金額）が確定できず、出し入れされた紙幣の量（
識別部１００による識別結果による）から概算量（枚数または金額）が管理機１２２に記
憶されている。そして万円スタッカ部１０、千円スタッカ部１１から万円回収部７、千円
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補充回収部６への回収時に正確な万円および千円紙幣の回収量（枚数または金額）を確定
し、管理機１２２に記憶される。その際に前述の概算量も比較数値として使われるのであ
る。
【００７９】
このように、識別部１００の識別結果にもとづき万円スタッカ部１０、千円スタッカ部１
１へ繰込まれる補充紙幣量、入金紙幣量、出金紙幣量（入金返却紙幣量含む）を入出金機
１から管理機１２２側へ送り、管理機１２２で万円スタッカ部１０、千円スタッカ部１１
の紙幣量を管理しているのである。
【００８０】
リジェクト紙幣回収部８内には揺動板９０が設けられ、装填時のリジェクト紙幣は揺動板
９０の下へ回収され、出金時および回収時のリジェクト紙幣は揺動板９０の上へ回収され
るのもこれに関係し、出金時および回収時のリジェクト紙幣を上記管理データとあわせて
確認するためである。
【００８１】
それ故、扉９５が開放されて紙幣が取り出されると、管理機１２２で記憶管理している万
円スタッカ部１０の管理データが変わってしまい、管理不能となるので「管理不能」扱い
とするのである。
【００８２】
再度管理処理状態にするには、千円補充回収部６、万円回収部７、リジェクト紙幣回収部
８、５千円スタッカ部９、万円スタッカ部１０、千円スタッカ部１１内のすべての紙幣を
取り除き、管理機１２２の管理データをすべてクリアして千円補充回収部８に万円紙幣、
千円紙幣を例えば６０枚ずつ装填し、各スタッカ部１０，１１へ補給処理することになる
。
【００８３】
なお、扉９５を開放して万円スタッカ部１０内の紙幣を取り出す緊急回収は、万円スタッ
カ部１０から万円回収部７へ紙幣を回収している際にこの万円回収部７が満杯になってし
まい、万円スタッカ部１０に残る万円紙幣を扉９５を開放させて直接取り出したい場合、
入出金機１の機内で紙幣詰まりが発生し、扉９５を開けて内部の紙幣を取り除く必要のあ
る場合、万円スタッカ部１０内の万円紙幣を緊急に他部署で使用する必要がある場合等で
ある。
【００８４】
この万円スタッカ部１０からの紙幣の直接回収が緊急回収処理であるのに対し、扉２７の
開放による取忘れ紙幣回収ボックス５からの紙幣取出し、千円補充回収部６からの紙幣回
収、万円回収部７、リジェクト紙幣回収部８、５千円スタッカ部９の各扉９３，９２，９
４の開放による紙幣回収は通常回収とされる。
【００８５】
特に５千円スタッカ部９内の紙幣数量（紙幣金額）も管理機１２２で記憶されているが、
その値は識別部１００で識別された紙幣の量と一致（入金時の入金リジェクト紙幣は顧客
へ返却される）しており、５千円スタッカ部９内の紙幣を扉９４を開いて取り出したから
といっても管理機１２２の記憶データは変えられることはない。
【００８６】
なお図２０において本実施形態では釦ＰＢ５ 　 を押圧操作することで管理不能扱い処理と
しているが、例えば扉９５のソレノイドＳＤ４ 　 が励磁したことが制御部１２０で検知さ
れると、制御部１２０から管理機１２２へ緊急回収指令信号が入力され、その結果管理機
１２２内で管理不能扱い処理としてもよい。なお入出金機１側で管理不能扱いでもかまわ
ない場合は、入出金機１による入金処理、出金処理、補充処理、回収処理を引き続き続け
ることができる。また緊急回収指令信号出力のための指令出力は釦ＰＢ５ 　 の操作とかは
ソレノイドＳＤ４ 　 の励磁の検知の代りに扉９５の開放検知スイッチを設け、これにより
行ってもよい。
【００８７】
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図１７～図１９は紙幣の搬送通路１２をその駆動態様別に第１～第３搬送通路部域１０１
，１０２，１０３に分けて示している。
【００８８】
図１７は第１搬送通路部域１０１（以下第１通路域と略称する）を示すもので、この通路
域１０１は途中に識別部１００を有し、補充処理時、入金処理時における入金一時保留時
まで、出金処理時、回収処理時（これら各処理内容については後述する）に常に正方向へ
の一方向に駆動されるものである。その駆動源であるモータをＭ１ 　 （図２０示）とする
。
【００８９】
図１８は第２搬送通路部域１０２（以下第２通路域と略称する）を示すもので、補充処理
時、入金処理時の入金一時保留時までは正方向へ、入金処理時の一時保留紙幣返却時、出
金処理時、回収処理時には逆方向へ駆動されるものである。その駆動源であるモータをＭ

２ 　 （図２０示）とする。
【００９０】
図１９は第３搬送通路部域１０３（以下第３通路域と略称する）を示すもので、補充処理
時は正方向へ、入金処理時、出金処理時、回収処理時には逆方向へ駆動されるものである
。その駆動源であるモータをＭ３ 　 （図２０示）とする。
上記各通路域は複数本ずつのベルト、ローラの組合わせで構成される。
【００９１】
前記第１通路域１０１は、入金口部４の背部位置から下方へ向かい、その途中に前記の識
別部１００を有する下降識別通路１０４と、この下降識別通路１０４から入金紙幣を受入
れるとともに入金紙幣のうち入金リジェクト紙幣を機体２の背部側へ搬送したのち上昇さ
せて前記第３通路域１０３の下端部に送り込むよう配置されていてその途中に入金正規紙
幣を前記第２通路域１０２へ送るための切換爪を有する第１ゲート部１０５、リジェクト
紙幣回収部８への切換爪を有する第２ゲート部１０６、万円回収部７への切換爪を有する
第３ゲート部１０７を有する入金リジェクト紙幣搬送部１０８と、前記第２通路域１０２
から送り込まれる出金紙幣を受入れて機体２の前面２Ａ側へ向かったのち前記下降識別通
路部１０４の前側を上昇し、この下降識別通路部１０４の識別部１００より上流位置に接
続される識別用導入通路部１０９とを有している。
【００９２】
前記第２通路域１０２は、入金正規紙幣を５千円スタッカ部９、万円スタッカ部１０、千
円スタッカ部１１へ送り込む役目と、万円スタッカ部１０、千円スタッカ部１１から繰出
される紙幣を識別用導入通路部１０９へ送る役目を持ち、入金正規紙幣の後流域への搬送
を許容する位置と万円スタッカ部１０または千円スタッカ部１１から繰出される出金紙幣
の第１通路域１０１の識別用導入通路部１０９への導入位置とに切換える切換爪を有する
第４ゲート部１１０と、入金正規紙幣を千円スタッカ部１１へ分岐する切換爪を有する第
５ゲート部１１１と、入金正規紙幣を万円スタッカ部１０へ分岐する切換爪を有する第６
ゲート部１１２とを有している。
【００９３】
前記第３通路域１０３は、紙幣補充回収部６から繰出される紙幣を前記第１通路域１０１
へ送る役目と、第１通路域１０１から搬送されてくる紙幣を出金口部３へ送る役目をし、
紙幣補充回収部６から繰出される紙幣の許容位置と入金リジェクト紙幣の出金口部３側へ
の搬送を許容する位置とに選択的に切換える切換爪を有する第７ゲート部１１３と、前記
紙幣補充回収部６から繰出される紙幣を前記下降識別通路部１０４の識別部１００より上
流位置へ誘導する切換爪を有する第８ゲート部１１４と、第１通路域１０１から搬送され
てくる紙幣を出金口部３へ送る位置と出金口部３から送られる取忘れ紙幣を取忘れ紙幣回
収ボックス５へ送る位置とに切換える切換爪を有するゲート部２６とを有している。
【００９４】
特に本実施形態では、第１通路域１０１を駆動するモータＭ１ 　 により入金口部４の紙幣
繰込み機構の回転（受板２４の昇降は除く）、万円回収部７の紙幣繰込み機構の回転（受
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板４２７ 　 の昇降は除く）も連動して駆動させ、モータＭ１ 　 と第１通路域１０１、入金
口部４の紙幣繰込み機構、万円回収部７の紙幣繰込み機構の間にはクラッチを介在させな
いで駆動系の簡略化を図っている。
【００９５】
また第２通路域１０２も同様で、この第２通路域１０２を駆動するモータＭ２ 　 により５
千円スタッカ部９の紙幣繰込み機構の回転（一時保留板４３９ 　 の昇降は除く）、万円ス
タッカ部１０および千円スタッカ部１１の各紙幣繰込み繰出し機構の回転（一時保留板４
３１ ０ 　，４３１ １ の昇降は除く）も、何らクラッチを介在させることなく連動駆動させ
、駆動系の簡略化を図っている。
【００９６】
また第３通路域１０３も同様で、この第３通路域１０３を駆動するモータＭ３ 　 により、
紙幣補充回収部６の紙幣繰込み繰出し機構の回転（受板４２の昇降は除く）、出金口部３
の紙幣繰込み一括搬送機構の回転（受板１６の昇降は除く）も、何らクラッチを介在させ
ることなく連動駆動させ、駆動系の簡略化を図っている。
【００９７】
図２０は制御部１２０の制御系を示すブロック図で、Ｍは各部の駆動用モータを示し、Ｓ
Ｄはソレノイドを示している。
【００９８】
ここでＭ１ 　 は第１通路域１０１の駆動用モータ、Ｍ２ 　 は第２通路域１０２の駆動用モ
ータ、Ｍ３ 　 は第３通路域１０３の駆動用モータ、Ｍ４ － １ 　 は紙幣（千円）補充回収部
６の受板昇降用モータ、Ｍ４ － ２ 　 は第１（万円）回収部７の受板昇降用モータ、Ｍ５ －

１ 　 は５千円スタッカ部９の一時保留板昇降用モータ、Ｍ５ － ２ 　 は万円スタッカ部１０
の一時保留板昇降用モータ、Ｍ５ － ３ 　 は千円スタッカ部１１の一時保留板昇降用モータ
、Ｍ６ 　 は出金口部３の受板昇降用モータ、Ｍ７ 　 は入金口部４の受板昇降用モータ、Ｍ

８ － １ 　 ～Ｍ８ － ３ 　 は羽根車３５，３５１ ０ 　，３５１ １ の進退用モータで、Ｍ８ － １

　 は紙幣補充回収部６の羽根車用、Ｍ８ － ２ 　 は万円スタッカ部１０の羽根車用、Ｍ８ －

３ 　 は千円スタッカ部１１の羽根車用である。
【００９９】
またＳＤ１ 　 は入金口４のシャッタ駆動用ソレノイド、ＳＤ２ 　 は出金口３のシャッタ駆
動用ソレノイド、ＳＤ３ 　 は５千円スタッカ部９の扉９４のロック用ソレノイド、ＳＤ４

　 は万円スタッカ部１０の扉９５のロック用ソレノイド、ＳＤ５ 　 はリジェクト紙幣回収
部８内の揺動板駆動用ソレノイド、ＳＤ６ － １ 　 ～ＳＤ６ － ９ 　 は各ゲート部１０５，１
０６，１０７，１１０，１１１，１１２，２６，１１３，１１４の切換爪作動用ソレノイ
ドである。
【０１００】
さらに１２１は顧客用操作入力部としてのカードリーダ機（ＣＲ）、１２２は第１の管理
者用操作入力部を有する管理機、Ｐ１ 　 ～Ｐ７ 　 は前述のランプ、ＰＢ２ 　 ～ＰＢ５ 　 は
第２の管理者用操作入力部としての釦、ＰＢ６ 　 は同じく第２の管理者用操作入力部とし
ての補充開始指示釦、Ｓは受板４２，４２７ 　 ，４２９ 　 ，４２１ ０ ，４２１ １ 上の集積
紙幣上面がベルト３１，３１７ 　 ，３１９ 　 ，３１１ ０ 　，３１１ １ に当接する位置を検
知するセンサ、Ｓ１ － １ 　 ，Ｓ１ － ２ 　 は一時保留板４３９ 　 ，４３１ ０ 　，４３１ １ の
上下位置検知センサ（これらセンサＳおよびＳ１ － １ 　 ，Ｓ１ － ２ 　 は便宜上一個しか画
いていない）、Ｓ２ 　 は紙幣補充回収部６の庫体装着ロック検知センサである。
【０１０１】
このほか識別部１００、各部のセンサ群からの入力に基づき前記モータ、ソレノイドが制
御される。
【０１０２】
また図２１は循環式紙幣入出金機１、カードリーダ機１２１、両機が接続されて両機を制
御する管理機１２２を示す。特に馬券購入時のカードリーダ機１２１側での馬券申込みカ
ードの挿入と馬券発行、またその際の循環式紙幣入出金機１側での入金動作と釣銭が必要
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な場合の釣銭出金動作を示し、また当り馬券換金時のカードリーダ機１２１側への当り馬
券の挿入と循環式紙幣入出金機１側での換金出金動作の機能を示したブロック図である。
【０１０３】
次に本発明による循環式紙幣入出金機の使用の一例として馬券の購入、当り馬券の換金用
とした場合を例にとって説明する。
【０１０４】
本発明による循環式紙幣入出金機１（以下単に入出金機と略称する）に各々隣接して図２
１に示すカードリーダ機１２１（以下ＣＲ機という）および管理機１２２が設置され、こ
れら入出金機１とＣＲ機１２１と管理機１２２とを組合わせることで馬券発行機能と馬券
換金機能とを有するシステム機械を構成する。
【０１０５】
（１）馬券発行機能：
顧客が１枚乃至複数枚の馬券申込カードをＣＲ機１２１へ挿入すると、それらカードの内
容を読取って機内に取込む一方、必要入金額を算出してＣＲ機１２１側の表示部にその入
金すべき金額を表示する。この入金額データが管理機１２２へ送られ、管理機１２２から
その入金額データが入出金機１の制御部１２０へ入力される。これにより第１通路域１０
１のモータＭ１ 　 は正方向に、第２通路域１０２のモータＭ２ 　 も正方向に、第３通路域
１０３のモータＭ３ 　 は逆方向に駆動される。
【０１０６】
また一方では、管理機１２２からの入金額データの入力により図１示の入出金機１の入金
口１９のシャッタ２５が自動的に開き、顧客はこの入金口１９に入金額の紙幣を挿入する
。紙幣が挿入されると、入金口１９の内側にある上部ローラ２０が下降して下部ローラ２
１との間に挿入紙幣が挟持される。このとき第１通路域１０１のモータＭ１ 　 は正方向へ
駆動されており、上部ローラ２０も回転しているので、入金紙幣は入金口部４の受板２４
上へ送り込まれる。
【０１０７】
上記入金紙幣の受入れ時には上記受板２４は下降位置にあり、その上に紙幣が堆積される
。また入金紙幣が取込まれると入金口１９のシャッタ２５は閉じられる。
【０１０８】
次いで上記受板２４が上昇し、その上にある入金紙幣の上面がベルト２３に押しつけられ
、すでに回動しているベルト２３により１枚ずつ送り込まれて識別部１００を通り、その
金種に応じ万円スタッカ１０、千円スタッカ１１、５千円スタッカ９の各一時保留部へ送
り込まれる。この一時保留部はその一時保留板４３１ ０ 　，４３１ １ 　，４３９ 　 がベル
ト３１１ ０ 　，３１１ １ 　，３１９ 　 の下面に対し約６０枚の紙幣を受容できる間隔をお
いた位置（一時保留位置）におかれていることによって一時保留空間を作っている。この
とき受板４２１ ０ 　，４２１ １ 　，４２９ 　 はその上に載る重積紙幣の上面が一時保留板
４３１ ０ 　，４３１ １ 　，４３９ 　 の下面に当接した位置にある。また紙幣補充回収部６
および万円回収部７の受板４２，４２７ 　 はその上の紙幣がベルト３１，３１７ 　 に当接
しない高さ位置におかれている。入金紙幣のうちリジェクト紙幣と判別されたものは第１
ゲート部１０５により右方へ送られ、入金リジェクト紙幣搬送部１０８を経て出金口部３
の受板１６上へ送り込まれる。なおこのとき受板１６は下降位置におかれており、その上
に載る紙幣はベルト１８に当らない。また出金口１３のシャッタ１４ａは閉鎖されている
。
【０１０９】
入金紙幣がすべて取込まれた段階で、入金額より購入予定金額の方が大きい場合は、入出
金機１から管理機１２２を通じてＣＲ機１２１へ信号が送られ、ＣＲ機１２１側に「追加
紙幣挿入・馬券購入キャンセル釦操作の一方を選んで下さい」の表示が出されるとともに
入出金機１の入金口１９のシャッタ２５が開く。
【０１１０】
顧客が追加紙幣を入金口１９へ挿入すると、前述と同じ作用で取込まれ、該当する金種の
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スタッカ１０，１１，９の一時保留板４３１ ０ 　，４３１ １ 　，４３９ 　 上へ追加送入さ
れる。こうして追加紙幣がすべて取込まれた段階で、入金額より購入予定金額の方が大き
い場合は前述と同じ表示を出してその選択を促す。また入金額が購入予定金額と等しいか
それより大であると、制御部１２０によりモータＭ１ 　 ，Ｍ２ 　 ，Ｍ３ 　 が停止される。
【０１１１】
以上が本発明にいう入金処理時の作動であり、特に入金一時保留時までの動作に相当する
。
【０１１２】
馬券購入キャンセル釦が押された場合は、入金口１９のシャッタ２５は閉じられ、キャン
セル動作が行われる（詳細については後述する）。
【０１１３】
入金額が購入予定金額と等しいか、それ以上であった場合はその信号が入出金機１の制御
部１２０から管理機１２２を通じてＣＲ機１２１へ送られ、ＣＲ機１２１側に「馬券購入
確認釦または馬券購入キャンセル釦の一方を選んで下さい」との表示が出される。
【０１１４】
（ａ）馬券購入確認釦操作（入金額と購入予定金額との一致が前提）が行われた場合；
馬券購入確認釦が押されると、ＣＲ機１２１では希望馬券を希望枚数投出する一方、管理
機１２２を通じ入出金機１では入金額と購入金額との一致信号により紙幣を一時保留して
いる一時保留板４３９ 　 ～４３１ １ が上昇し、一時保留紙幣の短手方向両側（左右の長手
縁）および回動停止状態のベルト３１９ 　 ～３１１ １ をすり抜けてそのベルトの上方に移
動し（図５に例示する１点鎖線図示位置）、一時保留紙幣は支えがなくなって受板４２９

　 ～４２１ １ 上に載置収納され、次いで一時保留板が前述の一時保留位置まで下降して一
時保留空間を作る。これにより紙幣の収納動作が終了し、入出金機１は待機状態となる。
以上が本発明でいう入金処理時の収納動作である。
【０１１５】
また入金リジェクト紙幣がある場合は、上記の動作に加え、入金リジェクト紙幣の返却動
作が行われる。すなわち出金口１３のシャッタ１４ａが開くとともに出金口部３の受板１
６が上昇し、またモータＭ３ 　 が入金紙幣一時保留時までの駆動速度より低速で逆方向駆
動され、入金リジェクト紙幣がベルト１８により搬送されて出金口１３へ一部が突出した
状態で停止（モータＭ３ 　 の停止による）し、顧客がそのリジェクト紙幣を取るとともに
ＣＲ機１２１から馬券を取出すと出金口１３のシャッタ１４が閉じ、入出金機１は待機状
態となる。なおこの駆動も本発明でいう入金処理時のうちの入金リジェクト紙幣返却動作
である。
【０１１６】
上記入金リジェクト紙幣が出金口１３に一部突出した状態のまま所定時間経過してもなお
抜取られなかったときは、モータＭ３ 　 が低速（出金口１３への入金リジェクト紙幣の搬
送と同速）で正方向に駆動され、ベルト１８が逆転してその入金リジェクト紙幣は取忘れ
紙幣回収ボックス５内へ回収される。次いでベルト１８が停止（モータＭ３ 　 の停止によ
る）し、出金口１３のシャッタ１４が閉じ、入出金機１は待機状態となる。
【０１１７】
（ｂ）馬券購入確認釦操作（入金額が購入予定金額より多いことが前提）が行われた場合
；
馬券購入確認釦操作により入金一時保留紙幣をすべて前述の作用により一時保留板４３９

　 ～４３１ １ 上から受板４２９ 　 ～４２１ １ 上に堆積収納（これが入金処理時の収納動作
に相当）させ、再び一時保留板４３９ 　 ～４３１ １ が一時保留位置へ下降したのち、入金
額と購入予定金額との差額分を万円スタッカ部１０、千円スタッカ部１１から釣銭紙幣と
して出金する。
【０１１８】
この場合、出金に要する金額が２金種であるときは、一方の金種紙幣の一時保留板４３１

０ または４３１ １ は一時保留位置に位置させたままの状態で他方の金種紙幣の一時保留板
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４３１ １ または４３１ ０ をベルト３１１ １ または３１１ ０ より上方に移動位置させて受板
４１１ １ または４１１ ０ 上の紙幣の上面をベルト３１１ １ または３１１ ０ に接する状態で
モータＭ１ 　 ，Ｍ２ 　 ，Ｍ３ 　 を駆動する。このときモータＭ１ 　 は正方向、モータＭ２

　 は逆方向、モータＭ３ 　 は逆方向への駆動が開始され、上記ベルト３１１ １ または３１

１ ０ による繰出しが行われる。
上記の金種紙幣が設定枚数分繰出されると、押圧規制片３９がソレノイドの励磁により下
方へ揺動し、最上位の紙幣をベルト３１１ １ または３１１ ０ の下面から離間させて繰出し
を止め、一方一時保留板４３１ １ または４３１ ０ が下降して一時保留位置に位置される。
その結果、ベルトは回転していても紙幣の繰出しは行われない。
【０１１９】
上記金種紙幣の繰出しが停止している間に他方の金種紙幣の一時保留板４３１ ０ または４
３１ １ が上昇し、ベルト３１１ ０ または３１１ １ に紙幣が接すると、前述の金種紙幣の場
合と同様にして所定枚数の紙幣が１枚ずつ繰出される。
【０１２０】
このようにして千円および万円スタッカ部１０，１１から繰出された紙幣は、第２通路域
１０２、第１通路域１０１の識別用導入通路部１０９を経て下降識別通路１０４へ送り込
まれ、識別部１００を通る際に金種が識別され、入出金機１の制御部１２０で金額の確認
がなされたのち第１ゲート部１０５、入金リジェクト紙幣搬送部１０８、第３通路域１０
３を通り、出金口部３の受板１６上へ送り込まれ、釣銭金額分の紙幣が受板１６上へ送り
込まれるとモータＭ１ 　 ，Ｍ２ 　 ，Ｍ３ 　 が停止する。次に受板１６が上昇し、ベルト１
８へ紙幣を押しつける。次いでモータＭ３ 　 が低速で逆方向駆動されると共に出金口１３
のシャッタ１４ａが開き、釣銭出金紙幣が出金口１３から一部突出した状態に出されて停
止（モータＭ３ 　 の停止による）する。なお、釣銭出金紙幣中に識別部１００で出金リジ
ェクト紙幣と判定された紙幣は、第２ゲート１０６により分岐されてリジェクト紙幣回収
部８の揺動板９０の上側へ回収される。
【０１２１】
顧客は前述のＣＲ機１２１から投出される馬券とともに出金口１３から出金された紙幣を
抜取る。以上が本発明にいう出金処理動作に相当する。なお入金リジェクト紙幣および釣
銭紙幣が所定時間内に抜取られなかった場合は、モータＭ３ 　 の低速による正方向駆動に
より前述と同様にそれら紙幣は取忘れ紙幣回収ボックス５へ回収され、モータＭ３ 　 は停
止する。このように紙幣の抜取りまたは取忘れ紙幣の回収により出金口１３のシャッタ１
４が閉じられ、ＣＲ機１２１および入出金機１は待機状態となる。
【０１２２】
（ｃ）馬券購入キャンセル釦操作（追加紙幣を投入せず、馬券キャンセル釦が押された場
合、および入金額が購入予定金額と等しいかそれ以上であってキャンセル釦が押された場
合のいずれも同じ）が行われた場合；
馬券購入キャンセル釦が操作されると、一時保留されていた万円、千円の各スタッカ部１
０，１１、５千円回収部９の各一時保留板（但し一時保留紙幣が存在しているもののみで
、存在していない一時保留板は一時保留位置におかれたままである）が上昇してベルトよ
り上方に位置し、各一時保留紙幣は受板上に載置される。次いで１金種の一時保留板はそ
のままベルトより上方に位置し、他の金種の一時保留板は一時保留位置に降下する。
【０１２３】
その状態でモータＭ１ 　 ，Ｍ２ 　 ，Ｍ３ 　 が回転し、特にモータＭ１ 　 は正方向、モータ
Ｍ２ 　 ，Ｍ３ 　 が逆方向へ駆動され、その金種紙幣の返却繰出しが行われる。
【０１２４】
返却繰出しが終ると、前述と同様に繰出されている金種紙幣の押圧規制板３９のソレノイ
ドによる下降と一時保留板の一時保留位置への下降、次いで他の金種で繰出すべき金種紙
幣の一時保留板が上昇し、その金種紙幣の繰出しが行われる。
【０１２５】
こうして万円、千円紙幣によって入金額分が返却される。この場合、５千円回収部９は繰
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出し機能を有しないので、千円紙幣によって代替される。
【０１２６】
入金額分の紙幣が万円、千円紙幣で返却され、その金額分の紙幣が出金口部３の受板１６
上に受入れられるとモータＭ１ 　 ，Ｍ２ 　 ，Ｍ３ 　 が停止される。一方出金口１３のシャ
ッタ１４ａが開き、受板１６が上昇してベルト１８に紙幣が押付けられると、モータＭ３

　 が低速で逆方向に駆動され、入金リジェクト紙幣と返却紙幣が出金口１３に一部突出し
た状態で停止（モータＭ３ 　 の停止による）される。
【０１２７】
顧客はＣＲ機１２１から返却される馬券申込カードを取出すとともに入出金機１から入金
リジェクト紙幣と返却出金紙幣とを取出すと出金口１３のシャッタ１４が閉じられ、ＣＲ
機１２１および入出金機１は待機状態となる。入金リジェクト紙幣および返却出金紙幣が
所定時間経過しても取出されないときはモータＭ３ 　 が低速で正方向駆動され、前述と同
様それら紙幣が取忘れ紙幣回収ボックス６へ回収されたのち、モータＭ３ 　 が停止し、出
金口１３のシャッタ１４が閉じて入出金機１は待機状態となる。
【０１２８】
以上が本発明の入金処理時の一時保留紙幣返却動作に相当する。
（２）馬券換金機能：
当り馬券を換金する場合は、当り馬券をＣＲ機１２１へ挿入すると、ＣＲ機１２１から管
理機１２２を通じ入出金機１の制御部１２０へ換金金額が入力され、その制御部１２０に
記憶される。その記憶値に基づいて入出金機１が動作し、出金が行われる。この場合も万
円および千円紙幣により出金され、その出金動作は前述の場合と同様にして行われる。こ
の出金動作が本発明の出金処理動作に相当する。
【０１２９】
上記の金額が出金口部３の受板１６上に出金され終ると、出金口１３のシャッタ１４ａが
開くとともに受板１６が上昇し、出金紙幣は出金口１３から一部突出した状態に投出され
、顧客はその出金紙幣を出金口１３から抜取る。上記出金途中で識別部１００によりリジ
ェクト紙幣と判別された出金リジェクト紙幣はリジェクト紙幣回収部８の揺動板９０の上
側へ送られて回収される。
【０１３０】
上記のように出金紙幣が抜取られると出金口１３のシャッタ１４ａが閉じられ、入出金機
１は待機状態となる。また出金口１３から所定時間経過しても出金紙幣が抜取られないと
きは前述の場合と同様にしてその紙幣は取忘れ紙幣回収ボックス５へ送られて回収され、
出金口１３のシャッタ１４ａが閉じ、入出金機１は待機状態となる。
【０１３１】
（３）異常時における一時保留紙幣確認作業：
入金中または出金中に、入金紙幣または出金紙幣が搬送系の途中のどこかで詰りを生じた
場合、搬送通路、各スタッカ部、各回収部に配置されている異常検知センサが異常を検知
し、自動的に入出金機１が停止する。
【０１３２】
入出金機１の管理者は入金時においては、管理機１２２を操作して一時保留板４３９ 　 ，
４３１ ０ を所定量下降（扉９４，９５の開放時に一時保留板４３９ 　 ，４３１ ０ 上の一時
保留紙幣が取出される位置へ下降）させて万円スタッカ部１０および５千円スタッカ部９
に対応する機体２の背面７の扉９４，９５を開け、また千円スタッカ部１１については機
体２の右側面にある図示しない扉を開けて各一時保留板上の紙幣枚数および入金搬送通路
または出金搬送通路に残る紙幣を確認し、顧客を納得させたうえその紙幣（入金紙幣）を
顧客に返却する。
【０１３３】
ここで入出金機１の「入金処理」とは、前述の通り前記（１）の馬券発行機能における紙
幣入金動作（追加紙幣挿入後の繰り込みを含む）をいう。また「出金処理」とは、前記（
１）の馬券発行機能における入金額と購入予定額との差額返却動作、および上記（１）の
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機能における前記（ｃ）の馬券購入キャンセル釦操作時の返却出金動作、前記（２）の馬
券発行機能における換金出金動作をいう。また紙幣補充回収部６を千円補充回収部として
説明する。
【０１３４】
（４）補充処理動作
この補充処理動作は「（ａ）千円補充回収部の引出し紙幣装填動作」と「（ｂ）紙幣補充
繰出し動作」からなる。
（ａ）千円補充回収部の引出し紙幣装填動作：
千円補充回収部６が機体２に挿入セット（Ｓ２ 　 による検知）されている状態において係
員が図１６における釦ＰＢ２ 　 を押す。千円補充回収部６の受板４２はその上にある紙幣
の上面がベルト３１の下面に対し所定の間隔をおいた位置にモータＭ４ － １ 　 （パルスモ
ータ）により保持されている。そしてこの受板４２は、入金処理、出金処理、補充処理、
回収処理のいずれの動作もなされていないことと上記釦ＰＢ２ 　 を押すことを条件として
庫体３０よりも下方に下った位置へ移動され、その位置に停止される（図３示の位置）。
【０１３５】
上記釦ＰＢ２ 　 の押圧によりランプＰ２ 　 が点滅するが、受板４２が最下降位置に位置さ
れない限り「早い点滅」をしており、受板４２がモータＭ４ － １ 　 により最下降位置に下
降して保持されると「遅い点滅」に切換わるとともにロック機構４６のハンドルレバー７
１の押し下げが可能となって庫体３０を引出すことができる。この庫体３０を引出した状
態で紙幣の装填収納、取出し回収ができる。そしてこの庫体３０の引出し動作によりセン
サＳ２ 　 が切替るが、ランプＰ２ 　 は「遅い点滅」を継続している。
【０１３６】
千円補充回収部６へ紙幣を例えば万円紙幣、千円紙幣各６０枚ずつ重積状態で装填収納し
、庫体３０を押し込んで機体２に挿入セットする。正常な挿入セットがなされるとセンサ
Ｓ２ 　 がそのセットを検知する。このセット検知条件と紙幣残留無検知条件（繰込み繰出
し部近傍での紙幣残留）の両条件のもとにランプＰ２ 　 は消灯するとともに補充開始指示
釦ＰＢ６ 　 の操作が可能となる。
以上で「千円補充回収部の引出し紙幣装填動作」は終る。
【０１３７】
（ｂ）紙幣補充繰出し動作
係員が釦ＰＢ６ 　 を操作すると千円補充回収部６の受板４２がモータＭ４ － １ 　 で上昇さ
れ、その上にのる紙幣の上面がベルト３１に当接し、押圧規制片４１が押し上げられてセ
ンサＳがそれを検知してモータＭ４ － １ 　 を停止させ、受板４２もその位置で停止する。
【０１３８】
このとき、万円スタッカ部１０、千円スタッカ部１１、５千円スタッカ部９の各一時保留
板４３１ ０ 　，４３１ １ 　，４３９ 　 は一時保留位置にあり、万円回収部７の受板４２７

　 もベルト３１７ 　 に当接しない位置（その上に紙幣がある場合は、その紙幣にベルト３
１７ 　 が当接しない位置）に位置している。
【０１３９】
この時点（釦ＰＢ６ 　 が押され、センサＳが切替わった時点）でモータＭ１ 　 ，Ｍ２ 　 ，
Ｍ３ 　 が駆動される。すなわち、モータＭ１ 　 は正方向、モータＭ２ 　 も正方向、モータ
Ｍ３ 　 も正方向へ駆動される。その結果、万円紙幣、千円紙幣は各６０枚ずつ万円スタッ
カ部１０、千円スタッカ部１１の一時保留板４３１ ０ 　，４３１ １ 上へ一時保留され、識
別部１００で所定時間以上紙幣を検知しないと補充紙幣がないと判断してモータＭ１ 　 ，
Ｍ２ 　 ，Ｍ３ 　 の駆動を停止させる。
【０１４０】
またその補充紙幣中に識別不能なリジェクト紙幣があると、リジェクト紙幣回収部８の揺
動板９０の下側へ回収される。
【０１４１】
一方、一時保留板４３１ ０ 　，４３１ １ は各モータＭ５ － ２ 　 ，Ｍ５ － ３ 　 でベルト３１
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１ ０ ，３１１ １ より上方へ上昇され、一時保留紙幣が受板４２１ ０ 　，４２１ １ へ移され
たあと再度一時保留位置まで下降し、以後の入金処理、出金処理に備える。
【０１４２】
（ｃ）引出し紙幣装填動作中に入金または出金指令があった場合
千円補充回収部６を引出している途中（引出し紙幣装填動作の途中）で入金および出金指
令があった場合でも自由に入金および出金処理がなされる。但し、出金処理は万円、千円
の各スタッカ部１０，１１に出金可能な紙幣があることが前提であり、もし紙幣がない場
合には補充処理を完了してから出金処理に移行する。
【０１４３】
上記紙幣補充繰出動作が行われているときに入金指令または出金指令があると、まず千円
補充回収部６の押圧規制片３９がソレノイドにより下降動作され、補充紙幣の繰出しを停
止させ、その直後に受板４２が所定量下降して受板４２上にある集積紙幣の上面とベルト
３１の下面との間に所定の間隔をあける。
【０１４４】
一方、千円スタッカ部１１、万円スタッカ部１０の各一時保留板４２１ ０ 　，４２１ １ は
千円補充回収部６から繰出された最後の紙幣が千円または万円スタッカ部１０，１１へ送
り込まれるに十分な時間をおいたのちに上昇し、ベルト３１１ ０ 　，３１１ １ の上方に位
置させたのち一時保留位置へ下降して入金または出金指令の処理に備える。この状態でモ
ータＭ１ 　 ，Ｍ２ 　 ，Ｍ３ 　 が停止する。
【０１４５】
入金処理の場合は、万円スタッカ部１０および千円スタッカ部１１の一時保留板４２１ ０

　，４２１ １ は一時保留位置にあって入金紙幣の一時保留に備える。なお５千円回収部９
の一時保留板４２９ 　 も同様に、一時保留位置にあって５千円紙幣の受入れに備えている
。入金動作に関しては前述した通りである。
【０１４６】
入金処理がすべて終了したときには、スタッカ部１０，１１および５千円回収部９の一時
保留板４３１ ０ 　，４３１ １ 　，４３９ 　 はその上に紙幣がない状態で一時保留位置に下
降して位置しており、モータＭ１ 　 ，Ｍ２ 　 ，Ｍ３ 　 も停止している。この状態で各一時
保留板４３１ ０ 　，４３１ １ 　，４３９ 　 が一時保留位置に下降位置したことを条件とし
て紙幣の補充が必要な場合（各スタッカ部の収納量が所定量以下の場合）は千円補充回収
部６から紙幣の補充を再開（受板４２の上昇とモータＭ１ 　 ，Ｍ２ 　 ，Ｍ３ 　 の前述した
方向への回転による）し、その補充が終了すると千円補充回収部６の押圧規制片３９がソ
レノイドにより押下げられて紙幣をベルト３１から離間させ（但し紙幣がある場合のとき
で、紙幣がない場合は受板４２を押圧）、次いで受板４２のモータＭ４ － １ 　 が作動して
受板４２を紙幣受収位置まで下降させ、この時点でモータＭ１ 　 ，Ｍ２ 　 ，Ｍ３ 　 を停止
させる。
【０１４７】
なお上記押圧規制片３９、特に千円補充回収部６の押圧規制片３９については受板４２が
モータＭ４ － １ 　 により上下移動されるので、ベルト３１による紙幣の繰出しを規制して
いるだけであり、押圧規制片３９が紙幣をベルト３１から離間させるほどには下降させる
作用はしない。また万円回収部７の押圧規制片３９７ 　 も同様である。
【０１４８】
一方、万円、千円スタッカ部１０，１１は、モータＭ１ 　 ，Ｍ２ 　 ，Ｍ３ 　 の停止後補充
紙幣ののった各一時保留板４３１ ０ 　，４３１ １ を上昇させて紙幣をすべて受板４２１ ０

　，４２１ １ 上に移載したのち一時保留位置へ復帰し、入金または出金処理に備える。
【０１４９】
補充途中において出金指令が出された場合には、万円スタッカ部１０、千円スタッカ部１
１の紙幣収納量の検知、例えば一時保留板４３１ ０ 　，４３１ １ が一時保留位置にあると
きの受板４２１ ０ 　，４２１ １ の位置をセンサにより検知する手段、または補充、入金、
出金の紙幣枚数から収納紙幣量を算出する手段のいずれかにより紙幣収納量の検知によっ
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て出金の可否を判断し、出金が可能な場合は各スタッカ部１０．１１の一方の一時保留板
４３１ ０ 　，４３１ １ をベルトより上方へ位置させるとともにベルトのモータＭ１ 　 ，Ｍ

２ 　 ，Ｍ３ 　 を回転させ、紙幣を繰出す。
【０１５０】
所定枚数の紙幣が繰出されると、押圧規制片３９１ ０ または３９１ １ のソレノイドによる
押下げ下降と一時保留板４３１ ０ または４３１ １ の一時保留位置への下降によりその金種
紙幣の繰出しを停止する。また他方の金種紙幣の繰出しを行う場合は、そのスタッカ部の
一時保留板４３１ １ または４３１ ０ をベルト３１１ １ または３１１ ０ より上方に位置させ
、モータＭ２ 　 により回転を持続しているベルト３１１ １ または３１１ ０ に紙幣を押し当
てて１枚ずつ繰出し、所望枚数の紙幣が繰出されると押圧規制片３９１ １ または３９１ ０

がソレノイドにより押下げられて繰出しを停止し、一時保留板４１１ １ または４１１ ０ は
一時保留位置へ下る。
【０１５１】
もし出金可否判断により出金否と判断された場合は、千円補充回収部６から本来補充すべ
き紙幣分を万円、千円スタッカ部１０，１１へ補充したのち出金処理を開始する。
【０１５２】
（５）回収処理動作
回収処理指令は管理者が管理機１２２を操作して行う場合と、万円スタッカ部１０、千円
スタッカ部９のいずれかで満杯検知（図２０示の各部センサ群中センサで検知）され、そ
の信号が管理機１２２へ入力され、この管理機１２２から入出金機１へ回収処理指令が入
力されて行われる場合がある。
【０１５３】
この回収処理指令前の待機状態においては、万円スタッカ部１０、千円スタッカ部９の一
時保留板４３１ ０ 　，４３１ １ は一時保留紙幣がその上にない状態で一時保留位置におか
れている。
【０１５４】
また千円補充回収部６、万円回収部７の各板４２，４２７ 　 はベルト３１，３１７ 　 の下
面に対し所定の間隔をおいた位置におかれ、紙幣の受収が可能な状態におかれている。
【０１５５】
この状態において、管理者操作で回収処理指令が管理機１２２へ入力され、この管理機１
２２により入出金機１へ回収処理指令が入力されると、まず万円回収部１０の一時保留板
４３１ ０ がベルト３１１ ０ より上方へ移動し、受板４２１ ０ 上の紙幣がベルト３１１ ０ に
当接する。この状態においてモータＭ１ 　 ，Ｍ２ 　 ，Ｍ３ 　 が回転し、特にモータＭ１ 　

は正方向へ、モータＭ２ 　 およびモータＭ３ 　 は逆方向へ駆動される。
【０１５６】
その結果、ベルト３１１ ０ も回転され、万円スタッカ部１０の紙幣が繰出され、第２通路
域１０２、第１通路域１０１の識別用導入通路部１０９、下降識別通路部１０４、第１ゲ
ート部１０５、入金リジェクト紙幣搬送部１０８を通り、第３ゲート部１０７により分岐
されて万円回収部７へ送り込まれる。
【０１５７】
万円回収部７への紙幣の送り込みに応じて受板４２７ 　 がモータＭ４ － ２ 　 で所定量ずつ
下降され、ベルト３１７ 　 と受板４２７ 　 上の紙幣上面との間に紙幣を受入れるのに好適
な間隔が保たれる。
【０１５８】
こうして万円スタッカ部１０の万円紙幣がすべて万円回収部７へ回収され、識別部１００
が所定時間以上紙幣を検知しない場合は、一時保留板４３１ ０ が一時保留位置へ下降され
、受板４２１ ０ もその下面に当接した位置に位置される。
【０１５９】
一方、千円スタッカ部１１の一時保留板４３１ １ がベルト３１１ １ より上方へ移動し、受
板４２１ １ 上の紙幣がベルト３１１ １ に当接すると、ベルト３１１ １ は駆動されているの
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で、千円紙幣が繰出され、第２通路域１０２、第１通路域１０１の識別用導入通路部１０
９、下降識別通路部１０４、第１ゲート部１０５、入金リジェクト搬送部１０８、第３通
路域１０３を通り、第７ゲート部１１３で分岐されて紙幣補充回収部６へ送り込まれる。
【０１６０】
この紙幣補充回収部６への紙幣の送り込みに応じて受板４２がモータＭ４ － １ 　 で所定量
ずつ下降され、ベルト３１と受板４２上の紙幣上面との間に紙幣を受入れるのに好適な間
隔が保たれる。
【０１６１】
こうして千円スタッカ部１１の千円紙幣がすべて紙幣補充回収部６へ回収され、識別部１
００が所定時間以上紙幣を検知しない場合は一時保留板４３１ １ が一時保留位置へ下降さ
れ、受板４２１ １ もその下面に当接した位置に位置される。
【０１６２】
もし万円紙幣または千円紙幣の回収中に識別部１００で回収リジェクト紙幣と判定された
紙幣は第２ゲート部１０６により分岐され、リジェクト紙幣回収部８の揺動板９０の上側
へ回収される。
【０１６３】
また万円スタッカ部１０、千円スタッカ部９のいずれかが満杯検知されると、その検知信
号が入出金機１から管理機１２２へ出力され、この管理機１２２から入出金機１へ回収処
理指令が送られる。
【０１６４】
その結果、満杯検知された万円スタッカ部１０または千円スタッカ部９のの紙幣が繰出さ
れ、万円回収部７または千円補充回収部６へ回収される。
【０１６５】
なおこの場合、紙幣繰出しの停止が回収処理指令操作の場合と異なっている。
【０１６６】
その停止は次のようにして行われる。
【０１６７】
すなわち、満杯検知されている例えば万円スタッカ部１０において、紙幣が所定枚数繰出
されること、あるいはまた紙幣のレベル検知により満杯検知が解除されたことにより押圧
規制片３９１ ０ の下降と一時保留板４３１ ０ の下降により回収紙幣の繰出しが停止される
。
【０１６８】
（６）回収途中での入金または出金指令があった場合：
万円スタッカ部１０の紙幣は万円回収部７へ、千円スタッカ部１１の紙幣は千円補充回収
部６へ送り込まれるが、その途中で管理機１２２から入出金機１へ入金指令が出された場
合は次の動作が行われる。
【０１６９】
まず繰出し中のスタッカ部１０または１１の押圧規制片３９１ ０ または３９１ １ の下降と
一時保留板４３１ ０ または４３１ １ の一時保留位置への下降を行う。他方のスタッカ部１
１または１０の一時保留板４３１ １ または４３１ ０ は一時保留紙幣が一時保留板上にない
状態で一時保留位置におかれる。
【０１７０】
千円補充回収部６、万円回収部７の各受板４２，４２７ 　 は、ベルト３１，３１７ 　 の下
面に対し所定の間隔をおいた位置におかれ、紙幣の受収が可能な状態におかれたままであ
る。回収紙幣のうち最後の紙幣が千円補充回収部６および万円回収部７へ回収されるに十
分な時間が経過したのちに入金指令に対する入金処理が開始される。
【０１７１】
入金処理が終了し、各スタッカ部９，１０，１１の一時保留板４３９ 　 ，４３１ ０ ，４３

１ １ がその上に一時保留紙幣がない状態で一時保留位置へ復帰してから回収処理が再開さ
れる。すなわち、繰出すべきスタッカ部の一時保留板がベルトより上方に位置し受板上の
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紙幣上面がベルトに当接した状態においてモータの回転が再開され、各スタッカ部１０，
１１の紙幣が一金種ずつ順番に繰出されて千円補充回収部６、万円回収部７へ回収される
。
【０１７２】
また回収途中で管理機１２２から入出金機１へ出金指令が出された場合には、各スタッカ
部１０，１１に出金に必要な紙幣量があるか否かが判断され、ある場合には出金を行い、
ない場合には千円補充回収部６からの紙幣の補充処理を行ってから出金処理がなされる。
【０１７３】
（７）入金または出金中の補充または回収処理：
入金指令開始から入金処理終了、または出金指令開始から出金処理終了までの間は、補充
処理（千円補充回収部６からの紙幣補充繰出し処理）、および回収処理（各スタッカ部１
０，１１から千円補充回収部６、万円回収部７への繰出し）は不能となる。したがって入
金処理、出金処理以外のときに補充処理、回収処理が行われる。
【０１７４】
（８）千円補充回収部の引出し回収動作：
図１６における釦ＰＢ２ 　 を押す。千円補充回収部６の受板４２はその上にある紙幣の上
面がベルト３１の下面に対し所定の間隔をおいた位置にモータＭ４ － １ 　 （パルスモータ
）により保持されている。そしてこの受板４２は、入金処理、出金処理、補充処理、回収
処理のいずれの動作もなされていないことと上記釦ＰＢ２ 　 を押すことを条件として庫体
３０よりも下方に下った位置におかれる（図３示の位置）。
【０１７５】
上記釦ＰＢ２ 　 の押圧によりランプＰ２ 　 が点滅するが、受板４２が最下降位置に位置さ
れない限り「早い点滅」をしており、受板４２がモータＭ４ － １ 　 により最下降位置に下
降して保持されると「遅い点滅」に切換わるとともにロック機構４６のハンドルレバー７
１の押し下げが可能となって庫体３０を引出すことができる。この引出した状態で紙幣の
取出し回収ができる。そしてこの庫体３０の引出しによりセンサＳ２ 　 が作動するがラン
プＰ２ 　 は「遅い点滅」のままである。この動作中の庫体３０の引出し動作は前述の「（
４）補充処理動作」における「（ａ）千円補充回収部の引出し紙幣装填動作」と同じであ
り、ランプＰ２ 　 の消灯についても同じである。
【０１７６】
（９）５千円回収部の扉のロック解除
５千円回収部９については、前述したように入金、出金、補充、回収の各処理中でないこ
とと、釦ＰＢ４ 　 が押されたことを条件として電磁ロックが解かれ、ランプＰ６ 　 は「早
い点滅」から「遅い点滅」になり、扉９４を開けて内部から紙幣を取出すことができる。
【０１７７】
なお、扉９４の開放中に入金開始指令があっても入金処理は開始される。これは５千円回
収部９の扉９４が開放されていても、入金される５千円紙幣がこの５千円回収部９へ受収
されることに支障はなく、扉９４側へ飛び出すこともないからである。
【０１７８】
本実施形態では機体２の前面側の顧客による操作面には出金口１３、入金口１９だけが設
けられているが、操作釦、表示ランプ、金額表示器等を設けるようにしてもよい。また機
体２にＣＲ機１２１、管理機１２２を一体的に組込み、ＣＲ機１２１の顧客操作部を入出
金機１の顧客による操作面に一緒に設けるようにしてもよい。
【０１７９】
【発明の効果】
以上説明したように本発明によれば、機体の前面側を顧客による操作面とし、機体の背面
側を管理者による操作面として明確に仕分けしたことにより顧客および管理者の操作性を
向上させることができると同時に誤操作を招くことがない。特に出金用の紙幣収納部とは
別に紙幣補充回収部および第１の回収部を設け、この紙幣補充回収部および第１の回収部
を通じて紙幣の補充または回収ができるので、入金または出金処理を紙幣の補充、回収処

10

20

30

40

50

(25) JP 3568746 B2 2004.9.22



理に優先させて行うことができ、顧客を待たせることが少なく、処理機能、処理能力の大
幅な向上を図ることができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明による循環式入出金機の一実施形態を示す略示縦断側面図。
【図２】同、平面図。
【図３】紙幣補充回収部の略示縦断側面図。
【図４】同、受板と紙幣収納空間部との関係を示す平面視の模式説明図。
【図５】第１のスタッカ部１０の略示縦断側面図。
【図６】図５のＡ－Ａ矢視断面図。
【図７】一時保留板の斜視図。
【図８】紙幣補充回収部内の押え板とその倒伏機構の側面図。
【図９】同、押え板が倒伏した状態を示す側面図。
【図１０】同、要部の平面図。
【図１１】図３の紙幣補充回収部のロック機構を示す側面図。
【図１２】同、図１１の右側面視図（機体の背面からみた図）。
【図１３】同、ロック解除状態の側面図。
【図１４】同、ロック解除後の庫体引出し途中状態の側面図。
【図１５】リジェクト紙幣回収部の略示縦断側面図。
【図１６】機体の背面図。
【図１７】図１における搬送通路の第１搬送通路部域（第１通路域）を取出して示す側面
図。
【図１８】同、第２搬送通路部域（第２通路域）を取出して示す側面図。
【図１９】同、第３搬送通路部域（第３通路域）を取出して示す側面図。
【図２０】制御ブロック図。
【図２１】本発明による循環式紙幣入出金機をカードリーダ機および管理機と組合わせて
使用する場合のブロック図。
【符号の説明】
１　本発明による循環式紙幣入出金機
２　機体
３　出金口部
４　入金口部
５　取忘れ紙幣回収ボックス
６　紙幣補充回収部（千円補充回収部）
７　第１の回収部（万円回収部）
８　リジェクト紙幣回収部
９　第２の回収部（５千円スタッカ部）
１０　第１のスタッカ部（万円スタッカ部）
１１　第２のスタッカ部（千円スタッカ部）
１２　搬送通路
１３　出金口
１６　受板
１９　入金口
２４　受板
３０　庫体
３４　ゲートローラ
３９，４０，４１　押圧規制片
４２　受板
４３　一時保留板
４５　押え板
４６　ロック機構
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】
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【 図 ６ 】

【 図 ７ 】

【 図 ８ 】

【 図 ９ 】

【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】

【 図 １ ２ 】
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【 図 １ ３ 】

【 図 １ ４ 】

【 図 １ ５ 】

【 図 １ ６ 】 【 図 １ ７ 】
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【 図 １ ８ 】 【 図 １ ９ 】

【 図 ２ ０ 】 【 図 ２ １ 】
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